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関東日本人頭蓋骨の人類学的研究
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頭部は人類として最も特長のある部分であるがそ

の基本的な形態は頭蓋骨によって与えられるもので

ある。しかして頭蓋骨は全身骨格中人類学的(，こ最も

Blumenbachによって開始された頭蓋学は世界各

国に於て，多数の研究者によって推進されているも

1893日本に於ては 年小金井のアイノ頭蓋に関す

る研究を皮切として，古くは足立の中国頭蓋，中野

Balzの京都並びに北陸頭蓋，原の九州頭蓋， ，小  

金井の関東頭蓋等の報告があるが，之等の研究は材

料の選択及び測定の項目数等について不備の点のあ

今日に於ては材料の選摂，全頭蓋に亘る計測項目

及びその統計学的処理に於て，重要なる文献として

924 930は，宮本(1 年〉の畿内頭蓋，大槻(1 年〉の

北陸頭蓋に関する報告が挙げられる。

主要なる部分を占めるものである。従って 1795年 

ることが指摘されている。

関東日本人については前述の如く，古くは Balz-

小金井の報告があるが，最近森田(1951年〉の報告

が存在するのみである。

関東地方の様な広大なる地域に於ける民族集団の

研究には，材料の選摂上からみても，多くの報告が

必要とされよう。余の研究材料は後述する様に南関

東地方出身者が過半数を占めているが，この点に関

し森田の報告は単に関東地方とのみ記載されてい

て，その材料の県別的分布が明らかでなし、。か Lる

点から考察して後述する様に余の成績と森田のそれ

とが，幾多の項目に於てかなりの差異を示すことは

注目すべき所見といわれよう。

か Lる観点から余は関東日本人頭蓋の研究を行い 
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森田の成績を参考としながら余の関東頭葦を主とし

て宮本の畿内頭蓋及び大槻の北陸頭蓋と比較して，

その間に於ける地方的差異を開明せんとするもので

ある。

第 2章研究材料及び研究方法

(第 1表，第  2表〉

研究材料は千葉大学医学部解剖学教室所蔵の頭蓋

骨で，その原籍が関東地方に存在するものの中から

満 18才から満 83才に至る迄の男性頭蓋  76個，満

20才から満 80才に至る迄の女性頭蓋  23個を厳選

した。この際第 1表及び第 2表によって明らかなよ

うに本籍地の調査を厳重にすると共に，本籍地の県

別及び生存年代を明記した。尚本籍地の選択に当つ

ては都市出身者は全部除外し，純農村出身者のみを

採用した。要するに著者は研究材料の選訳に当つて

は極めて細心の注意を払ったことをこ与に付記す

る。生存年代を明記したことは後の時代の研究の参

考に資するためである。更に出身地の分布は第 1表

及び第 2表からして，千葉，茨城，栃木の三県が多

数を占めていることが看取される。

研究方法は主として  R.Martinの Lehrbuch
der Anthropologie 2. Auf. (1928年〉によった。

統計的な取扱は次の通り行った。 

……平均誤差m平均値2・・・M..

σ・・…・標準偏差 V…...~異係数
 

D士mdi任 =(M1-M2) 士、/戸三孟一言

但 M.m.は関東地方人の計測値
 

M2 m2は比較する他地方人の計測値， 

M1 --M2 なる時その差は確差であるとし 
よ 3 た。本文中に於て差= とはJZ孟2

得られた確差の数値を示したも



第� 1号 三橋: 関東日本人頭蓋骨の人類学的研究� -249ー

のである。 に勉めた。余は見掛上の差異と確差とを区別し確差

尚余の研究は前章に於て記述した様に，余り関東 による地方差については別に之を明記することとし

頭蓋を中心として，畿内及び北陸頭蓋との比較を行 た。

し、相互間の地方的差異を悶明せんとするものである

ので，すべての項目に亘り確差計算を行い確差の有
第� 3章計測成績(第3表〉

無を明記する様に勉めた。しかしてその確差の有無 余の関東頭蓋につし、ての計測各項の平均値，標準

は総括及び結論に於て常に重大なる考慮、を払うよう 偏差，~異係数等は第 3表の通りである。尚以下

第� 1表 検査材料表(男性)_

璽1扇動11mL-竺|原 籍|鶴里83||合合肘l|m1町 i| L生存年代�  
1 I 3 合� 50I 1877 ~1927 埼 玉 �  39 I 179 I~ I 70 I 1856~1927

2 I 10 合� 32I 1895~1927 埼 玉 �  40 183 I~ I 47 I 1889~1936

3 16 合� 51 1876~1927 千 葉� 41 186 合� 40 

4 19 合� 53 1874~1928 千 葉� 42 189 合� 66 

5 21 合� 50 1877~1928 栃 木� 43 190 合� 70 

6 24 合� 17 1910~1928 千 葉� 44 203 合� 78 

7 26 合� 48 1879~1928 千 葉� 45 210 合� 34 

8 27 合� 47 1880~1928 千 葉� 46 211 合� 24 

9 30 合� 41 1887~1928 茨 城� 47 218 合� 49 

10 31 合� 52 1875~1928 毛馬 木� 48 219 合� 46 

11 49 合� 41 1887~1929 茨 城� 49 221 合� 34 

12 52 合� 57 1872~1929 茨 城� 227 合� 83 

13 58 合� 33 1896~1929 茨 城� 51 229 合� 76 

14 60 合� 46 1883~1929 4方ド乙 事点� 52 236 合� 24 

15 78 合� 55 1875~1930 東� J}( 53 237 合� 40 

16 81 合� 66 1864~1930 攻-+>- 城� 54 239 合� 73 

17 82 合� 38 1892~1930 埼 玉� 55 241 合� 28 

18 90 合� 35 1896~1931 群� h馬� 56 244 合� 75 

19 96 合� 37 1894~1931 群� h塙� 57 245 合� 52 

20 97 合� 31 1900~1931 栃 木� 58 246 合� 31 

21 99 合� 49 1882~1931 千 葉� 59 248 合� 50 

22 100 合� 37 1894~1931 茨 城� 60 249 合� 60 

23 101 合� 21 1909~1931 千 葉� 61 251 合� 29 

24 103 合� 55 1876~1932 千 葉� 62 253 合� 45 

25 110 合� 59 1872~1932 千 事E 63 255 合� 34 

26 116 合� 59 1873~1932 千 集� 64 262 合� 38 

27 123 合� 32 1900~1933 千 葉� 65 265 合� 23 

28 128 合� 71 1861~1933 千� i葉� 66 269 合� 66 

29 132 合� 53 1879~1933 千 葉� 67 270 合� 52 

30 138 合� 44 1889~1933 東 思� 68 272 合� 30 

31 141 合� 41 1892~1934 栃 木� 69 275 合� 44 

32 145 合� 61 1873~1934 栃 木� 70 284 合� 20 

33 146 合� 45 1889~1934 千 葉� 71 285 合� 33 

34 150 合� 28 1906~1934 茨 城� 72 136 合� 24 

35 151 合� 30 1904~1934 群 馬� 73 182 合� 20 

36 155 合� 41 1892~1934 茨 城� 74 197 合� 45 

37 158 合� 42 1892~1934 埼 玉� 75 201 合� 33 

38 170 合� 77 1858~1935 栃 木� 76 180 合� |23 

1896~1936 

1870~1937 

1864~1935 

1859~1937 

1904~1939 

1914~1939 

1889~1939 

1892~1939 

1903~1938 

1857~1941 

1865~1941 

1917~1941 

1900~1941 

1868~1941 

1913~1941 

1 M{ ~ 
東京 

茨城 

-て~一、 城品

ご~O 城� 

→~く'- 域� 

茨 城� 

千 葉� 

千 葉� 

千 葉� 

栃 木� 

栃 木� 

千 葉� 

茨 城� 

千 葉� 

千 葉� 

群 馬� 

神 奈川�  

1866----1942 . 千 葉� 

1889~1942 千 葉� 

1910~1942 群 馬h

1892~1942 栃 木� 
1881~1942 千 葉� 

1912~1942 君ネ� 馬h

1897~1942 栃 木� 
1907~1942 千 -ラ!)1~二� 

1905~1943 千 葉� 

1919~1943 千 葉� 

1877~1943 千 葉� 

1891~1944 栃 木� 
1914~1944 栃 木� 
1899~1944 神奈川�  

ナグキー� 城A1923~1944 

1910~1944 栃 木� 
-方'"'丈e- 城1909~1933 

1916~1936 栃 木� 
1892~1937 栃 木� 

-次 域4手綱1903~1937 

1913~1936 茨 域
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生存年代
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生
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栃

栃

千

千

茨

千

東

千

千

千

茨

籍

一

木

木

葉

葉

城

葉

京

葉

葉

葉

城

♀

♀

♀

♀

♀

♀

♀

♀

♀

♀

♀

♀

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

♀

♀

♀

♀

♀

♀

♀

♀

♀

♀

♀

11 6

5

2

2

3

2

4

4

4

5

7

5

6

9

0

0

0

2

7

0

8

4

6

6

7

8

7

2

3

2

8

6

6

5

1271866~1927 1866~1933千

12 137千

千

群

茨

千

栃

東

埼

栃

栃

1853~19331876~1927 

33 142 1853~19341906~1928 

62 1741906~1929 1866~1936 

68 1751893~1929 1915~1936 

91 1921906~1931 1905~1937 

104 2041883~1932 1910~1938 

106 2311888~1932 1851~1931 

112 2521887~1932 1873~1942 

A
 

の記載に於て，余の成積を関東頭蓋叉は関東日木

人，大槻のそれを北陸頭蓋又は北陸日本人，宮本の

それを畿内頭蓋叉は畿内日本人，原のそれを九州頭

蓋叉は九州、!日本人，足立のそれを中国頭蓋叉は中国

日本人と命名し，余の成績とそれらの他地方日本人

との成績を比較検討した。尚北海道アイノの成績は

小金井の業績によった。

その成績を列挙すれば次の通りである。

第� 1節脳頭蓋計測

第� 1項 頭蓋容積�  

ー
，
ム
噌
'
ム
噌
，

114 1876~1932 

117 1855~1931 

120 1874~1932 千� 

254 1878~1942 

149 1871~1927 

性で� 1452CC，女性で� 1288ccとなり北陸頭蓋に最

も近い数値となって著者の関東頭蓋とは勿論他地方

人頭蓋とも著しく相違する。次に中国及び九州頭蓋

は何れも� Aristenkephalに属するものであるがそ

の中前者は男性に於ける数値は関東頭蓋に於けるよ

りも少し之に反して女性に於ける数値は関東頭蓋

よりも大きし、。しかして九州頭蓋の数値は男女両性

共に関東頭蓋よりも大きし、。従って各地方人頭蓋の

男性に於ける数値を比較するとき，九州、l頭蓋が最も

大きく畿内及び関東頭蓋が之に次ぎ，中国頭蓋はそ
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之を� Martin表(S. 746)に比較するに著者

のと推定される。第 3表によって明らかなように薯 の関東頭蓋はアジア人種中上位の容積を示し

者の関東日本人の頭蓋容積は男女両性共に相当大き� Torguten (合 1489♀一〉と� Buriaten(合 1496

く所謂� Aristenkephalに属するものである。之を ♀一〉の中間に位するものであって，大槻の北陸自

他地方人頭蓋の成蹟と比較するに畿内頭蓋は関東頭 木人が同様アジア人種中に於て� Telengeten(合

蓋と同様に男女両性共に� Aritenkephalに属する� 1429，♀� 1269) と� Chinesen(合 1456，♀� 1380)

が，その数値は後者よりも大きく，又北陸頭蓋は之 の間に位するのとは著しく相違する。

に反して男女両性共に� Euenkephalに属しその 著者の関東日本人の頭蓋容積を� Sarasinの方法

数値は関東頭蓋に比較して男性に於ては約� 50CC， により分類すれば，第4表に示される通りであるが

女性に於ては約� 30cc小で、ある。次に森田の関東日 之を大槻の北陸頭蓋のそれと比較するときかなりの

本人に於ける頭蓋容積は鉛散弾を用いたため，その 相違が認められる。� _tW-ち前者に於ては男性� Euenk-

成績(合� 1551.8:!:9.48，♀� 1368.0士� 13.06)から男� ephal 39.4%， Aristenkephal 59.2%であるのに

性で� 100CC，女性で� 80ccを号!くときには男性は 対し後者に於ては男性� Euenkephal53.3%，Aris司� 

Aristenkephalであるが女性は� Euenkephalに� tenkephal 43.3%で， その関係が反対になってい

属するものと述べられてしら。しかして上記の成績 る。しかるに関東頭蓋の女性に於てはその平均値は

から男性で� 100CC，女性で� 80ccを引くときには男� 第� 4表によAristenkephalに属するにも拘わらずi
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第� 4表 頭蓋容積分類表

、そ主竺j一一今一|� ♀ 

分 71 22;主と1，� 

Oligenkephal I 1 I 1.4=t1.4 I 2 I 9.1士6.1
 

Euenkephal I28 i39.4土5.8 I11 i50.0士33.7
 

Aristenkephal I41 I59.2士5.8 I9 I40.9土33.1


れば� Euenkephal50.0%，Aristenkephal 40.9% 

を示し北陸頭蓋の女性に於ける� Euenkephal55.0 

%， Aristenkephal 40.0%と略々同様な関係を示

している。換言すればこの両地方人の女性に於ては� 

Euenkephalの方が� Aristenkephalよりも多い。

尚関東日本人の頭蓋容積について男女両性の問に

確差を示し，従って，性別は極めて明らかであって

之を� Martin表� (S.728)に比較すれば日本人下顎� 

(Pelletierつは合� 91，♀� 83(差めであるが著者の

関東白木人は合� 98，♀� 76(差 22)で� Australier 

(Brachebusch)合� 94，♀� 80(差 14) と� Russen 

(Oppenheim)合� 99，♀ーの中間に位する。

頭蓋下顎重量示数

男女両性とも各地方人に於て殆んど差異が認めら

れない，たど強いて言えば畿内日本人は関東日本人

及び北陸日本人の何れよりも小さい。しかして男女

両性の問には関東日本人は勿論として何れの地方人

に於ても確差が存在しなし、。之を� Martin表� (S. 

729)に比較すれば関東日本人は� Elsasser(Rebe-

ntisch)合� 12.2，♀�  10.7と� ltaliener(Morselli) 

合� 13.7，♀� 12.6との中間に{立するが後者の方に近

男性は女性よりも容積が著しく大である。¥，、。

第� 2項頭蓋重量

脱落及び紛失歯牙に対しては宮本氏にならい� F. 

Sarasinに従し、門歯� 1g，犬歯1.5g，小臼歯� 1g，大

臼歯� 2.3gとして加算した。その成績は第3表の通

りであるがこの数値の判断に対しては充分なる考慮、

が必要であろう。即ち個々の頭蓋骨の標本製作に当

ってその晒方がまちまちで、あることはいうまでもな

いが，更に高年令のものに於いては歯槽突起の退化

等の要素を考慮に入れなければならなし、。従ってこ

の頭蓋重量に関する数値は色々の不正確なる要素を

包含するものとして取扱はなければならなし、。之だ

けのことを前提としてこの問題を考えてみたい。尚

森田の報告には全頭蓋重量及び、下顎重量は共に記載

されていない。

全頭蓋重量

関東頭蓋は男性に於ては畿内頭蓋よりも軽いが北

陸頭蓋よりも重く女性に於ては畿内頭蓋及び北陸頭

蓋の何れよりも軽い。しかして，男女両性の聞には

明らかな確差を示し， ¥，、うまでもなく男性の方が女

性よりも重し、。之を� Martin表� (S.727)に比較す

れば日本人頭蓋� (Pelletier)は合� 700，♀� 619(差 

81)であるが著者の関東頭蓋は合� 714，♀� 578(差 

136)で，� Tamilen (Sarasin)合� 711，♀� 566(差 

145)と� Russen(Oppenheim)合� 729，♀ーの中

間に位する。

下顎重量

関東下顎は男性に於ては北陸下顎及び畿内下顎の

何れよりも重いが女性に於ては畿内下顎よりも軽� 

<，北陸下顎よりも重し、。しかして男女両性の間に

は明らかな確差を示し男性の方が女性よりも重し、。

第� 3項脳頭蓋長径�  

(1) 頭蓋最大長

関東頭蓋に於ける頭蓋最大長は男性では北陸及び

ナL州、|頭蓋に次いで第� 3{立を示L，中国及び畿内頭蓋

よりも大きいが女性では九州頭蓋につし、で第� 2{立を

示し北陸，中国及び畿内頭蓋よりも大きし、。しかる

に森田の成績は男女両性共に略々畿内頭蓋と同様の

数値を示し著者の関東頭蓋とは相当の開きを示して

いる。尚関東頭蓋に於ては男女両性の聞に明らかな

確差を示し男性の方が女性よりも大きい。

関東頭蓋最大長を� Martin表� (S. 765)につい

てみれば略々その中央に在って� Fan(Poutrin)合� 

180，♀� 171とPaltacalo・lndi，aner(Rivet)合� 182，� 

♀� 176の中間に付する。しかるに森田のそれは� 

Schweizer (Pittarの合�  178，♀� 172と� Wedda 

(Sarasin)合� 179，♀� 174の中間に位するものであ

り1余の成績と相当相違している。� 

(2) 

グラペローイニオン長，ナジオ� yーイニオソ長，

グラベローラムダ長，ナジオンーラムダ長，基底部

長，大後頭孔長。

グラベローイニオン長

関東頭蓋に於ては男女両性共に畿内頭蓋よりも大

きいが，北陸頭蓋よりは小さく，殊に女性に於て確

差(差=3.05)が認められ， 明らかな地方差を示し

ている。しかるに森田の成績は女性に於ては余のそ

れと略一致するが男性に於てはかなり小さく畿内頭

蓋に接近じている。尚，関東頭蓋においては明らか

なる性別が認められる。

'ナジオンーイニオシ長

関東頭蓋は男性に於ては北陸頭蓋よりも少しく小
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さいが女性に於ては関東頭蓋の方が北陸頭蓋よりも

大きし、。しかして畿内頭蓋は前二者よりも遥かに小� 

さい。関東頭蓋に於ては明らかに性別が認められ

る。

グラベローラムダ長

関東頭蓋は男女両牲とも北陸頭蓋と同様の数値を

示すが畿内頭蓋よりは大きく，明らかな性別を示し

ている。しかるに森田の場合に於ては畿内頭蓋と略

々同様の数値を示L，余の成績とかなり相違する。

ナジオゾーラムダ長

関東頭蓋は男女両性とも北陸頭蓋と同様の数値を

示すが畿内頭蓋よりは少しく大きく，男女両性の聞

には明らかな確差が認められる。

基底部長

関東頭蓋は北陸頭蓋よりも僅かに小さいが畿内頭

蓋よりはかなり小さく明らかな性別が認められる。

大後頭孔長

関東頭蓋は北陸頭蓋よりも少しく小さく畿内頭蓋

よりも少しく大きく性別は存在しなし、。森田の成績

は余のそれより少しく小さく畿内頭蓋に接近してい

る。之を� Martin表� (5.852)に比較するに表中の

目本人は合� 36.5，♀� 36.5であって余の関東頭蓋合� 

35.7，♀� 34.9よりも少しく大きい。� 

(3) 頭蓋基底長

関東頭蓋の頭蓋基底長は男女両性共にー九州頭蓋に

次し、で第� 2位を示し畿内及び北陸頭蓋よりも大きく

明らかな性別を示している。しかるに森田の成績は

女性では余の成績と略々一致するが男性ではかなり

小さく北陸頭蓋に一致する。之を� Martin表� (5.

825)に比較するに関東頭蓋は表中の日本人(Toldt)

合� 103に一致し陛界人種中長い部類に関する。

第� 4項脳頭蓋幅径�  

(1) 頭蓋最大幅

関東頭蓋に於ては表によりて明らかなように男性� 

では各地方人頭蓋中第� 1{:u'の数値を示し，畿内，中� 

国，九州及び北陸頭蓋のいずれよりも大きいが女性

では畿内，中国，及び九州頭蓋に次いで第4位を示

し北陸頭蓋よりも大きい。しかるに森田の成積は女� 

性に於ては余のそれと一致するが男性に於ては九州、i

頭蓋と略々同様である。要するに関東頭蓋の頭蓋最

大幅は男性で、は各地方人頭蓋中最も大きいが女性に

於ては九州、i頭蓋と略々同様の値を示している。尚関

東頭蓋に於ては明らかな性別が認められる。之を� 

Martin表� (5.766)に比較すれば� Teueri旺a(合 

142，♀� 138)に略一致し，各人種中の中位に位す

る。

(2) 最小前頭幅，最大前頭幅，両耳幅。

最小前頭幅

関東頭蓋に於ては男女両性共に畿内頭蓋及び北陸

頭蓋よりも大き<，明らかなる性別を示している。

しかるに森田の成績は女性に於ては余のそれと一致

するが男性に於ては少しく小さく畿内頭蓋に近い値

を示している。

之を� Martin表� (5.817)に比較するに，表中の

白木人� (Toldt)合� 95，♀� 92とし、う成績は余の関東

日本人合� 95，♀� 91の成績と略々一致し，同表によ

る� Wedda(合 91，♀一〉から� Bayern(合 101，� 

♀� 95)に到る各人種中の中{立に位する。

最大前頭幅

関東頭蓋に於ては男女両性共に畿内頭蓋と略々同

様の値を示すが，北陸頭蓋に比較すれば相当の大き

さを示し殊に女性に於て確差(差� =7.21)が認めら

れる。尚男女間には明らかな性別が存在し男性が女

性よりも大きい。しかるに森田の成績は女性に於て

は余のそれと一致するが男性に於ては少しく小さ

し、。之を� Martin表� (5. 822)に比較すれば� Alt-

agypter (合 113，♀一〉 と� Rumanenく合� 118，♀ 

117)のr!l間に位する。

両耳l踊

関東頭蓋に於て男女両性共に最高の値を示し，畿

内及び北陸頭蓋よりも大きい。しかして北陸頭蓋と

の差異は男女両性共に絶体値� 9mm.の値を示し確差

(合差 =8.98，♀差� =6.95)が認められる。しかし

て男女両性の問には明らかな確差を示L，男性の方� 

が女性よりも大きい。森田の成績は女性に於ては余

のそれと略々一致するが男性に於ては絶体簡に於て

2mm の差異を示し，畿内及び北I~~頭蓋の何れより 

も大である。� Martin(5. 826)の記載によれば両耳

l隔は� Alpin吃� uropaischeGruppeでは� 118-142 

mmの間に分布するが関東日本人(合� 127)，は略々

その中間の位置に存在するが，北陸白木人(合� 118)

は大槻の記載する如く最狭の値を示すものである。

(3) 最大後頭!幅，乳様突起間l隔，大後頭子~I隔

最大後頭幅

各地方人の間に男女同|舎を通じて犬差はないが関

東頭蓋が最も大きい値を示している。森田の成績は

余のそれより少しく小さい。男女両性の聞には明ら

かな確差を示し男性の方が女性よりも大きい。

乳様突起問l隔

男女両性共に関東頭蓋が最も大きくその北陸頭蓋
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との差異は絶体値に於て男女両性共に� 4mmであ� 

る。尚性別は明らかであって男性の方が女性よりも

大きし、。森田の成績(合� 102ム♀97.6)は余の成療

よりも小さく畿内頭蓋の成績に接近している。以上

の成績を� Martin表� (S.826)に比較するに表中の

日本人(合� 103，♀� 99)の成績は余の関東日本人

(合 104，♀� 98)の成績に大体一致し，各人種表の

中央の位置に位する。

大後頭孔幅� 

各地方人頭蓋に於て男女共に大差がなし、が，北陸� 

頭蓋が関東及び畿内頭蓋よりも僅かに大きし、。性的

差異は存在しない。尚森田の成績(合� 29.8，♀� 28.4)

は余のそれと殆んど一致する。� Martin表� (S.852) 

巳よるも各人謹聞に殆んど差異がないように思われ

る。

第� 5項脳頭蓋高径� 

(1) パジオンーフ内レグマ高

日本人頭蓋に於けるノミジオンープレグマ高は男性

に於ては九州頭蓋が最も大きく，中国及び畿内頭蓋

之に次氏関東頭蓋は第� 3 f立を示し，北陸頭蓋は最

も小さし、。 しかして関東頭蓋(合� 139.13士0.54)と

北陸頭蓋(134.5土0.79)の間には明らかな確差(差� 

=4.82)が認められる。次に女性では中国頭蓋が第� 1 

f立を示し，九州及び畿内頭蓋之に次ぎ，関東頭蓋は

男性に於けると同様に第� 3位を示し，北陸頭蓋は最

も小さし、。しかして男性に於ける中国，畿内及び関

東頭蓋は何れも� 139mm台の数値を示しその差は極� J

めて少し叉女性に於ける九州及び畿内頭蓋は中国� 

頭蓋と大差がなし、。要するに各地方人頭蓋を比較す

るに北陸頭蓋の数値が最も低く，イ也の地方人頭蓋の

聞には大差が認められない。尚男性に於ける関東頭

蓋と北陸頭葦の問には前述の通り明らかなる確差が

(2) 直高，耳プレグマ高，直耳高。

直 高

をパジオンープレグマ高に比較すれば，関東頭蓋

は男女両性共に前者の方が大きく，この関係は北陸

及び畿内頭蓋に於ても同様であり叉森田の成績に於

ても同様である。しかして関東頭蓋直高は男女両性

共に畿内頭蓋よりも小さいが，北陸頭蓋よりも著し

く大き<，北陸頭蓋との間に明らかな確差(合差� t

4.56，♀差� =3.34)を示している。森田の成績(合

140.6士0.41，♀� 134.7士0.50)は男性に於ては余のそ

れと犬差がないが，女性に於てはかなり大きし、。

耳プレグマ高及び直耳高

は何れもパジオシープレグマ高よりも小さく，直

耳高は耳プレグマ高よりも少しくブてきし、。関東頭蓋

の耳プレグ、マ高は男性で、は畿内頭蓋よりも少しく小

さいが，北陸頭蓋よりは少しく大きし、。女性では畿

内頭蓋より小さいが，北陸頭蓋よりかなり大きく明

らかな確差(差=4.18)が存在する。森田の成績

(合 118.1士0.37，♀� 113.8士0.50)は余の成績よりも

かなり大きし、。

関東頭蓋の直耳高は男性で、は畿内頭蓋よりも小さ

し、が，北陸頭蓋よりは大きく，女性では畿内頭蓋よ

りも小さいが，北陸頭蓋よりはかなり大きし、。森田

の成績は(合� 120.8士0.37，116.6土0.49)余のそれよ

りもかなり大きいのみならず，畿内頭蓋よりも相当

大きし、。

以上の三高径は男女両性の聞に明らかな確差を示

し，男性の方が女性よりも大きし、。

(3) ナジオ� yーイニオシ線と(N.1.L)苛頂高，

グラペローラムダ線上� (G.L. L.)常頂高， グ

ラベローイニオシ線上� (G.1.L.)旬頂高

之等三句頂高のうち旬頂高� (N.1.L.)最も高く，

匂j貝高� (G.1. L.)は之より少しく f尽く，旬頂高� (G.

存在する こ と は 注 目 に 値 す る。L.L.)は前二者よりも遥かに低い。関東頭蓋の寄頂

関東頭蓋を小金井の北海道アイノ(合� 139ム♀

134.9)と比較するとき，数値的には少しく小さし、。

更に関東頭蓋は小金井の朝鮮人頭蓋(合� 141.9，♀� 

137.8)及び長谷部の朝鮮人頭蓋(合� 140ム♀�  132・8)

よりもかなり小さし、。更に森田の成績(合� 138.1，♀

132.5)は余の成績と大差がなし、。

以上の成績を� Martin表� (S.795)に比較すれば

日本人のパジオ� yープレグマ高は著しく高く関東頭

蓋は� Neukaledonier(Sarasin)合� 139，♀� 133と

同位に存在し各人種中の上肢を占めている。関東頭

蓋に於ける男女両性の間には明らかな確差を示し，

男性が女性より大きし、。

高� (N. 1.L.)は畿内頭蓋よりも小さく，北陸頭蓋よ 

りも大きし、。しかして森田の成績(合� 108.8土0.46，

♀� 104.8士0.56)は男女共に余の成績より絶体値に於� 

て� 3mm高し、。

関東頭蓋の常頂高� (G. L.L.)は畿内頭蓋と略々� 

同様の数値を示すが，北陸頭蓋よりも大きし、。森田

の成績(合� 65.5士0.37，♀� 63.5土0.48)は余の成績と

大差がない。

関東頭蓋の寄頂高� (G.1.L.)は畿内頭蓋よりも小

さく，北陸頭蓋よりも大きし、。森田の成績(合� 103.5

士0.44，♀� 99.5士0.57)は余のそれに比較して男女両

性共に少しく大きし、。之等三毎頂高のうち湾頂高

http:108.8土
http:116.6土
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(G. L.L.)を除き，他の両者は何れも明らかなる性 Oであるに対L，森田の成績に於ては合� 3.5%，♀

別を示し，男性の方が女性よりも大きし、。� 9.7%を示している。か� Lる成積の相違は恐らく研

要するに関東頭蓋の三句頂高は何れも畿内頭蓋よ 究材料の選択によるものとも考えられるが，注目に

りも小さいが，北陸頭蓋よりは大き<，之等地方人 値する所見といわねばならなし、。要するに余の場合

頭蓋の聞に於ける地方的差異は傾向的に明らかに認 に於ては男女両性共に中頭が半数或いは過半数を占

められる。 めて第� 1{立を示すに対し，森田の場合に於ては男性

第� 6項脳頭蓋示数(其の� 1) では中頭が第� 1{立であるが，女性では短頭が第1{立 

(1) 頭蓋長幅示数(第5表) を示している。更に関東日本人と他の他方人及び周

関東頭蓋に於ける余の成績は第3表に於て明らか 囲人種との成績を通覧するに何れも中頭が最多数を

なように合� 78.15士0.42，♀� 78.40士0.66であって， 示してはいるが，朝鮮人及び支那人は次に短頭が多

森田の成績(合� 78.5土0.33，♀� 79.7士0.43)に比較す く，長頭は� 10%以下である。北海道アイノは之と

れば梢々小さい。即ち関東頭蓋の平均値は男女両性 反対で， 中頭についで長頭が多く，短頭は� 10%以

共に短頭に近い中頭を示すが，その分類については 下である。次に日本人頭蓋の関係をみるに，北陸頭

後に述べることにしたい。 蓋は北海道アイノに類似して中頭についで長頭が多

各地方人頭蓋の長幅示数を比較するに畿内頭蓋が く，短頭は� 16%であって，所謂� Meso-dolichoke-

第� 1位を示し，中国頭蓋之に次ぎ，関東頭蓋は第3 phalに胃するが，畿内及び中国頭蓋は之に反して

伎を占め，九州頭蓋は之より小さく，北陸頭蓋は最 短頭が多<，長頭は� 15%以下であって，所謂� Mes-

も小さい。た� Y女性に於ては男性と同様の序列を示� 0・brachykephalに属する。尚九州、!頭蓋は長頭と短

すが北陸頭蓋の方が九州頭蓋より僅かに大きし、。関 頭との比が大差がなく長頭の方が少しく大きし、。し

東頭蓋を周囲人種と比較すると北海道アイノ(合 かるに関東頭蓋に於ては短頭が長頭よりも多く後者� 

76.0，♀� 77.3)よりも大きく， 朝鮮人(合� 81.9; ♀ は20.4%である。要するに関東頭蓋は中頭が半数で 

80.4)よりも小さし、。 しかして男女両性の間にはす 第1{立を示すが，短頭は� 1/4強， 長頭は� 1/5であっ

べての地方人頭蓋を通じて確差は認められない。 て，全体として考察するとき，中頭を中心として短

次に長幅示数の分類法によりて，観察すれば，そ 頭の方により多く傾いているが，か� Lる判断は超長

の関係は第5表の通りである。先ず関東頭蓋の男女 頭がOであるに対し， 超短頭が� 2.2%であることに

両性に於ける関係をみるに，両者共中頭が最も多 よっても明らかに確認されよう。換言すれば，関

く，短頭が之に次ぎ，長頭は短頭よりも少い。しか 東頭蓋は中頭を中心として長頭的要素も相当に持

るに森田の報告によれば，男性では中頭� 49.7%，短 つが，短頭により多く傾いているものであってJ

頭� 29.3%，で大体余の成績と一致するが，女性では� Meso-brachykephalに冒するが，中国及び畿内頭

中頭� 36.6%，短頭� 41.5%で短頭の方が中頭よりも多 蓋と比較して同じ� Meso-brachykephalであるが，� 

L ，♀2.8%て超短頭が余の場合に於て合Lしか、。 長頭的要素を相当有するととによって区別される。

第� 5表 頭蓋長幅示数分類表

|位 in i且ypeω-|Dom-lMesoke-lBra婦同yperbrae-iUltrakac-

。
。
。
。
。
。
。

。
。
。
。
。
。� 
。
。
。
 

1 11 !chol王ephall 1 hykephal 

49.3 25.422.5 2.8。54.5 31.822 13.6 
一人L2 

71 

50.593 26.9 2.220.4十♀� 

16.044.0 2.038.0北陸日本人 合十♀!� 50 I 

34.014.0 38.0 14.0畿内日本人 合+♀� 50 

33.714.6 42.7 3.4 1.1中国日本人 合+♀� 89 

48.3 20.289 25.81.1 4.5。7.7 

12 

156 63.528.8北海道アイヌ� +♀ 

35.3 11.841.25.9 
朝仁支(小Ha金鮮� e井人人o 口� 

5.9

。30.658.3 2.836 8.3品十♀�  

kephal i phal p}叫� Ihykep}叫� 

I~+~:) 
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之に反して九州、I頭蓋は中頭を中心として短頭的要素

を相当に持つが長頭により多く傾いでし、るものであ

って，所謂� Meso-dolichokephalに属するものと

思われるも，北陸頭葦とは同じ� Meso・dolichoke-

phalであるがその短頭的要素を相当有することに� 

よって区別される。次に� Martin表� (S.772ー775)

によれば，アジア人種中，足立の日本人は合� 78.3，

♀� 79.7として， 中頭の部類に，� Baelzの日本人は� 

合� 80.3，♀ーとして短頭の部類に表示されている� 

が，余の関東頭蓋は勿論中頭の部類で，足立の日本

人と北海道アイノとの中間に位するものである。� 

(2) 頭蓋長高示数(第� 6表〉

関東頭蓋は男女両性共に� Hypsikephalに属し，

合� 76.79士0.35，♀� 75.35士0.57である。 しかして北

陸，畿内，中国，九州各日本人頭蓋について観察す� 

るに，男性では畿内頭蓋が第� l{す，を示し，中国及び

九州頭蓋は第� 2{立，関東頭蓋は第� 3{立を占め，北陸

頭蓋は最も小さく，関東頭蓋と北陸頭蓋との聞には

明らかなる確差(差� =4.91)を示している。女性で

は中国頭蓋が第� 1{立を示し，畿内頭蓋之に次ぎ，九

州頭蓋と関東頭蓋とは第3位を占め，北陸頭蓋は最� 

も小さし、。要するに関東頭蓋の長高示数は男女両性

共に北陸頭蓋よりは大きし、が，九州，中国，及び畿� 

内頭蓋の何れよりも小さい。 しかして森田の成績

ぐ合� 77.3士0.27，♀� 77.7士0.35)は男女両性共に余の

成績よりも大きい。しかして周囲人種との関係をみ

るに，北海道アイノは合� 75.2，♀� 76.4の数簡を示 

L，男性では関東頭蓋よりも小さいが，女性ではそ

の反対である。朝鮮人頭蓋〈小金井〉は合� 80.0，♀

82.2であって，何れも関東頭蓋よりも大きし、。尚男

女両性の聞に於ては九州頭蓋に於てのみ確差が存在

し，他の地方人頭蓋には認められなし、。次に之等の

頭蓋を長高示数によりて分類すれば第6表の通りで

あるが，先ず関東頭蓋の男女両性に於ける関係をみ

るに，何れも� Hypsikephalが最も多く，� Orthok-

ephalが之に次ぎ，� Chamaekephalは女性にな〈

男性に� 1例のみである。しかして之を森田の成績と

比較するに，男性に於ける余の成績� (Hypsikephal 

76.1%，Orthokephal 22.5%)と森田のそれ� (Hys-

ikephal 72.7%，Orthokephal 27.3%)は大差は

ないが，女性に於ては余の成績が� Hypsikephal

57.1%，Orthokephal 42.9~るであるのに対し森

田のそれが� Hypsikephal 82.7%， Orthokephal 

17.3%であって著しく相違している。この女性に於

ける成績の相違は研究材料数の多少によるものとも

思われるが，畿内及び北陸頭蓋の研究材料数とも照

し合わせて注目すべき所見であろう。

次に日本人及び周囲人種の成績を通覧するに北陸、刊

頭蓋に於てのみ� Orthokephalが第1{立を示すのみ

で，他の場合に於ては何れも� Hypsikepha-lが大多

数を示してし、る。その中朝鮮人頭蓋は� Hypsikep-

hal 41.1%で最高を示し，� Orthokephalは� 5.99る

にすぎない。畿内及び中国頭蓋は之に次いで� Hyp-，

sikephalが多く，� Orthokephalは� 17%以下であ

り，� Chamaekephalは存在しなし、。しかして関東

及び九州頭蓋並びに支那人頭蓋は� Hypsikephalが

前者よりも少く，� Orthokephalは27%前後で，

Chamaekephalは2%前後である。要するに関東� 

頭蓋は長高示数の分類の関係に於て北陸頭蓋とは大

し、に異なるが，他の畿内及び中国頭葦ともかなり相� 

達し，九州、|頭蓋と近い関係を示している。北海道ア

イノは� Hypsikephalが第� 1{立であるが， Orthok-

第 6表 頭 蓋 長 高 示 数 分 類 表

生 n Chamaekephal Or Hypsikephal 

合� 

関 東 日 本人�  ♀ 

合+♀� 

北 陸 日 本人 合+♀� 

畿 内 白 木人 合+♀� 

中国白木人 合+♀� 

九州日本人 合+♀� 

北海 道ア イヌ 合+♀� 

朝支(鮮H人ab那(e小re金r)井人〉
合+♀� 

合+♀� 

71 

21 

92 

50 

50 

89 

89 

155 

12 

36 

1.4。� 
1.1 

10.0。
。� 

2.3 

0.7。� 
2.8 

22.5 

42.9 

27.2 

62.0 

12.0 

16.9 

25.8 

32.9 

5.9 

27.8 

76.1 

57.1 

71.7 

28.0 

88.0 

83.2 

71.9 

66.4 

94.1 

69.4 
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第� 7表 頭蓋幅高示数分類表

』性� Tapeinokephal Metriokephal Akrokephal 

関 東 日本人�  21 

92 

9.9 

14.3 

10.9 

42.3 

57.1 

45.7 

47.9 

28.6 

43.5 

北陸日 本人

畿内日 本人

中国日本人

九州、!日本人

北 海 道 アイヌ

朝支(鮮H人ab那(e小re金r)井人〉

合+♀� 

合+♀� 

合+♀� 

合+♀� 

合+♀� 

合+♀� 

合+♀� 

50 

50 

89 

89 

156 

12 

36 

20.0 

6.0 

2.3 

2.3 

1.9。� 
11.1 

44.0 

44.0 

39.3 

28.1 

41.0 

47.1 

38.9 

36.0 

50.0 

58.4 

69.7 

57.1 

52.9 

50.0 

ephalも多く� 32.9%を示L，各地方人とは違った

関係を示している。朝鮮人が関東日本人は勿論，他

の地方人とも甚だしく相違していることはし、うまで

曜もなし、。支那人はむしろ数値の上では九州、i及び関東

頭蓋と近い状態を示している。� Martin表� (s.796 

-798)によれば日本人は最大の長高示数を有する� 

部類に属するが，関東頭蓋は� Hypsikraneの表中

で� WestlicheEskimo (合士♀ 76.6)と� Nordwe-

stgrδnlander (合 76.9)の聞に位する。� 

(3) 頭蓋幅高示数(第� 7表〉


関東頭蓋は男性では� Akr


を森田のそれと比較するに，男女両性共に大体に於

て同様の関係を示してし、る。次に各地方人及び周囲

人種を比較するに� 関東及び北陸頭蓋を除く他の場w

合に於ては� Akrokephalが最も多<，� Metrioke-

phalが之に次いでいるが，前二者に於ては� Metr-

iokephalが最も多<，� Akrokephalがそれに次い

でいる。しかして北陸頭蓋の� Tapeinokephalが

20%であるのに対し， 関東頭蓋のそれは� 10%にす� 

ぎなし、。勿論関東頭蓋に於ける� Metriokekhal 

(45.7%)，Akrokephal (43.5%)の数値は犬きな違� 

Me抗t1工r 叫1に属し，合� 9 悦 日 必� 隔l吋:プオ.寸iokepha 飽8.04土� 0.51，♀� 96.45士. る。従って� i 高示数の分類の関係に於ては関東頭蓋� 

0.88の数値を示してし、る。之を森田の成績(合� 98.6

士0.35，♀� 97.7士0.45)と比較するとき僅かに小さ

い。各地方人の成績を通覧するに，男性では九州頭� 

蓋は第� 1位，中国及び畿内頭蓋は第2{立を占め，関

東頭蓋は第3{立を示し，北陸頭蓋は最も小さい。し

かるに女性では，中国頭蓋が第� 1位，九州、I頭蓋が第

2{立，関東頭蓋は第 3位を示し，畿内頭蓋之に次� 

ぎ，北陸頭蓋は最も小さし、。しかして男女両性の間

に於ける確差は九州及び畿内頭蓋に於てのみ存在

し，関東頭蓋を含む他の他方人頭蓋には認められな

し、。� 

要するに関東頭蓋の幅高示数は九州、I及び中国頭蓋

よりも小さいが，北陸頭蓋よりは大きく，畿内頭蓋

に対しては男女により違った関係を示している。

幅高示数によりて頭蓋を分類すれば，第7表の通

りであるが，先ず関東頭蓋の男女両性の関係をみる

に， 男性では� Akrokephalが最も多く，� Metrio-

kephal之に次ぎ， 女性ではその反対で� Metriok-

ephalが最も多く，� AkαI王� 

Ta 句pha勾peinoke 叫I は両者共に最も少し、、。この成績

は他の九州，畿内及び中国頭蓋と相違して北陸頭蓋

に近い関係を示している。� Martin表� (S. 800ー

803)につし、てみれば関東頭蓋は� Akrokraneの最

下位に列するものであるが，世界人種(Telengeten

合� 85.6，♀� 85.5-Russen合� 106，♀ー〉の中に於

ては高位に位するものである。� 

(4) 頭蓋長耳プレグマ高示数(第� 8表〉

関東頭蓋の長耳高示数は畿内頭蓋よりも小さく，

北陸頭蓋よりも僅かに大きく，男女両性の間には確

差は存在しない。 しかして森田の成績(合� 66.1士

0.24，♀� 66.7:1::0.34)は余のそれよりも大きく，その

差は約� 3である。� Martin表� (S. 798)によれば関

東頭蓋は� Telengeten(合 65.0)とTatau(合 64.0)

第� 8表頭蓋長耳プレグマ高示数分類表

♀ 合+♀¥乞4J 合� … 。 。 。
 
p

Orthokephal 63.4 4'5.5 59.1 

Hypsikephal 36.6 54.5 40.9 
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の聞に位し各人種表の中位に位する。関東頭蓋を頭� 

蓋長耳プレグマ高示数によって分類すれば第8表の

通りであって，男性に於ては� Orthokephalが最も

多く，� Hypsikephal之に次ぎ，女性ではその反対

で� Hypsikephalが� Orthokephal よりも多く，� 

Chamaekephalは男女両性に於て共に� 1例も認め

られない。� 

(5) 頭蓋幅耳プレグマ高示数(第9表〉

関東頭蓋の幅耳高示数は北陸頭蓋よりも男性に於

ゐては僅かに小さく，女性に於ては僅かに大きいが，

大差はなく，男女聞の確差は存在しなし、。森田の成

績(合� 84.2士0.28，♀� 83.9土0.38)は余のそれに比較

してかなり大きい。しかして関東頭蓋を幅耳高示数

によって分類すれば第9表の如く，男性では� Metr-

・-Akr之に次ぎ，Tapeinokran最も多く，iokran

okranは最も少いが，女性では� Metriokran及び

Tapeinok王ranカが:同率を示し，� Akr 

第� 9表頭蓋幅耳プレグマ高分類表

1.59)は余の成績に比較すればかなり小，さし、。男女

問には明らかな確差が認められ，男性が女性よりも

薯しく大きし、。尚九州頭蓋(合� 511.6，♀� 494.2)は

談内頭蓋と大差がない。しかして関東日本人は周

囲人種と比較すれば，北海道アイノ(合� 523.2，♀� 

506.8)と朝鮮人(合� 514.6，♀� 483.4)の中間に位す

る。� Martin表� (S. 757)に比較すれば関東頭蓋は

各人種中の中位に位し，� Wogulen (合 518，♀� 502)

に相当するものである。� 

(2) 正中矢状弧

関東頭蓋は最も大きく，畿内頭蓋之に次ぎ，北陸

頭蓋は最も小さし、。しかして関東頭蓋と畿内頭蓋と

の差は極めて小さし、。森田の成績(合� 371.7土0.99，

♀� 357.6士1.37)は余のそれに比較して男女両性共に� 

かなり小さし、。男女聞には，明らかな確差が存在� 

し，男J性は女性よりも大きい。尚関東日:本人を周� 

じ:朝朝鮮人(合� 371.6，♀� 36ω.2360.7η〉と略々一致L 釘� 印O仏わ〉よ

り少しく大きし、。� Martin表� (S. 759)に比較すれ

ば関東頭蓋は各人種表の中央より少し〈上位に位す

ミ云理」 合� ♀ 合十♀� 

Tapeinokran 29.6 45.5 33.3 

Metriokran 47.9 45.5 47.3 

Akrokran 22.5 9.1 19.4 

(6) 寄頂高示数� (G.1. L.)， 寄頂高示数� (N. 

1.L.) 

関東頭蓋の寄頂高示数� (G.I.L)北陸頭蓋よりも� 

大きく，畿内頭蓋よりもかなり小さく，確差(合差� 

=8.45，♀差=5.91)が認められる。男女聞に確差� 

は存在しなし、。森田の成績(合� 60.2士0.35，♀� 61.3

士0.45)は余の成績よりかなり大きい。� 

関東頭蓋の寄頂高示数� (N.1. L.)は北陸頭蓋と

は大差がないが，畿内頭蓋よりもはるかに小さく，

確差(合差=9.23，♀差=6.20)が認められる。男

る。� 

(3) 横 弧

関東頭蓋は男性に於いては畿内頭蓋よりも小さ

く，北陸頭蓋よりも大きいが，女性に於ては他地方

人頭蓋と殆んど差異が認められなし、。尚男女両性の

聞には明らかなる有意差が存在し，男性は女性より

も大きし、。森田の成績(合� 324.4士0.90，♀� 313.2士� 

1.17}は余の成績に比較して著しく大き� L、。之を

Martin表� (S. 760)に比較すれば関東頭蓋は� 

Telengeten (合 320，♀� 308)の位置に位し，各人

種表の中央より上位を占める。

(4) 正中矢状前頭弧，正中矢状頭頂弧，正中矢

状後頭弧(第� 10表，第� 11表〉

正中矢状前頭弧は関東頭蓋と畿内頭蓋とに於て殆

んど同様な値を示し，北陸頭蓋よりは僅かに大き

女間に確差は存在しなし、。'"、。森田の成績も余のそれと大差がなし、。関東頭蓋

関東頭蓋の寄頂高示数� (G. 1.L.)は� Martin表� 

(S. 809，Malaien 64.3・LaQuina 39.1)に比較す

れば各人種中の高位に位する。

第� 7項周径，弧長及び弦長計測� 

(1) 水平周径

関東頭蓋は男性では北陸頭蓋よりも僅かに小さく

畿内頭蓋よりもかなり大きいが女性では各地方人頭

蓋中最も大きく，北陸頭蓋之に次ぎ畿内頭蓋は最 P及び� O

も小さし、。森田の成績(合� 513.7士1.26，♀� 493.7士 F及び� O

第� 10表 三弧の比較表

員長71ιi 仁ト三」合+♀�  

F 40.8 38.1 40.2 

2.8F及び� P 4.8 3.3 

P。
。
。


。
。


45.1 47.6 45.7 

11.3 10.9。
。


9.5 

http:371.7土
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第� 11表 前頭，頭頂，後頭三弧の比較

(性別 n IF>pi F=Pj FくpjF>O[F=OjFくO!p>ojP=OlpくO

関 東 日本人|♀�  iilij!:11;lijl日;ljJjl:12
A
U
 

τ
i
1
4
 

Q

U

O

O

50 82 72北 陸日本人

ヮ“� 8050 76畿内日本人�  

に於ては男性が女性よりも大きく，確差が認められ� 

る。� 

正中矢状頭頂弧は各地方人頭蓋聞に大差がなく男

性では畿内頭蓋が最も大きく，関東頭蓋が之に次

ぎ，女性では北陸頭蓋が最も大きし関東頭葦はそ

れよりも小さし、。男女間に確差は存在しなし、。

正中矢状後頭弧は男性では北陸頭蓋が最も大き

く，関東頭蓋之に次ぎ，女性では関東頭蓋が最も大

きく，北陸頭蓋之に次ぐが之等の聞に於ける差異は

小さい。森田の成績も余のそれに略々一致する。関

東頭蓋に於ては男女間の確差は存在しない。

しかしてこれら三弧の関係を，その頻度に於て求� 

むれば，第� 10表の通りである。即ち男性では� Pが

最長のものが最も多く，� Fが最長のものがこれに次

ぐがその差はかなり少く，� 0の最長のものは前の二

者よりもはるかに少く，� F及び� Pが同長でしかも

最長なるものは極めて少し、。この関係は女性に於い

ても略々同様である。次に第� 11表についてみるに

関東頭蓋に於ては男性では� F>PとFくP とは同

率を示すが女性では前者の方が少しく大きし、。� F=

Pははるかに少し、。尚男女合計に於いては� F>P

は� FくPより僅かに一大きいが， その差は極めて少

し、。しかるに森田の場合に於いては男性では� F>P

は� FくPよりも蓬かに大、きく，女性では同様に前

者が後者よりも大きし、。しかして男女合計に於ては

F>P (54.9%)が� FくP (40.2%)よりもかなり

大きい� C関東頭蓋の成績を他の地方人に比較するに

畿内頭蓋の成績� CF>P48%，FくP 48%)は関

東頭蓋のそれに一致するが，北陸頭蓋の成績� (F> 

P 44%，FくP 54%)は関東頭蓋のそれと著しく

相違する。

次に� F とO との関係をみるに関東頭蓋に於て� 

F=Oが他地方人に比較して� 8.7%'とし、う高率を示

していることは，かなりの特色とみられるが，それ

だけ� F>Oの出現率が北陸及び畿内頭蓋よりも少

なくなっている。之を森田の成績� (F>O79.9%， 

。
。� 

F=O 2.7%，Fくo 17.4%)と比較するとき， F 

=0が著者の場合より少く， それだけ� F>Oが増

加していることが注目される。

更に� P とO との関係を見るに関東頭蓋は畿内頭

蓋に比較て� P=Oが大きくそれだけ� P>uが小さ

くなっていることが注目される。しかるに北陸頭蓋

は関東頭蓋に比較すると� P=Oが� 1例もなく，そ

れだけ� PくOが増加Lてしる。しかるに森田の成

績� (P>O76.8%，P = 02.7%，Pくo 20.5%)は

余のそれと違い� P=uが少くそれだけ� P>Oが増

加してしる。

(5) 正中矢状前頭弦，正中矢状頭頂弦，正中矢

状後頭弦(第� 12表，第� 13表〉

前頭弦は関東頭蓋に於いては男性では畿内頭蓋よ

りも少しく大きく，北陸頭蓋よりもかなり大きい

が，女性では畿内頭蓋が関東頭蓋よりも僅かに大き

く，後者は北陸頭蓋よりも大きし、。森田の成績は余

のそれと大差がない。

頭頂弦は男性に於し、ては関東頭蓋は畿内頭蓋と等

しく，北陸頭蓋よりも僅かに大きいが，女性では之� 

等の地方人の間に殆んど差異が認められない。森田

の成績(合� 111.8，♀� 108.6)は余のそれよりも小さ

¥，、。

後頭弦は関東頭蓋に於ては男女両性共に畿内頭蓋

と等しく，北陸頭蓋よりもかなり大きし、。森田の成� 

績は余のそれと大差がなし、。関東頭蓋に於ては前頭

弦及び頭民弦は男女間の確差を示すが後頭弦に於て

第� 12表三弦の比較表

-----------_性/f'.. I 0 
最弦長--------------| 合� | ♀ |合+♀� 

F 36.6 34.828.6
。� 34.2F及び� P 

54.9 57.6P 66.7。� 2.8 4.8 3.3 

P及び O 。 。� 
F及び� O 1.4 l.1 



第� 1号 三橋: 関東日本人頭蓋骨の人類学的研究� -263ー

第� 13表 前頭，頭頂，後頭三弦の比較�  

n [F>PjF=P]Fくp[F>oIF=O[Fくo[p>o[p=olpくO

合� 5.6 56.3 93.0 1.4 5.6 90.1 1.4 8.5 

関東 日 本人�  ♀ 23 36.4 。63.8 95.2 。4.8 90.5 。9.5 

合+♀� 94 I37.6 4.3 58.1 93.5 1.1 5.4 90.2 1.1 8.7 

北陸
日本人|合一�  2.00 11 

6.0 

畿内 日本人合+♀�  50 I36.0 4.0 ; 60.0 i 96.0 4.0 i 90.0 2.0 8.0 

は，それが認められなし、。 は関東頭蓋は畿内及び北陸頭蓋の何れよりも小さ

次に之等の三弦を最長弦の出現頻度及び二つどっ し、。森田の成績(合� 93.8土0.43，♀� 95.1士0.59)は余

の相互関係についてみれば最長弦は男性では� Pが のそれに比較すると少しく大きし、。関東頭蓋に於て

最も多く� Fが之に次ぎ，� F及び� Pは之よりはるか は男女間に確差は証明されない。

に少<，� 0は最も少い。女性でもこの関係は大差は 第� 9項脳頭蓋示数(其ノ� 2) 

ない。次に� FとPとの相互関係をみるに，関東頭 (1) 横頭蓋常隆示数

蓋では� FくPが� F>Pに比較してかなりの高率を 男性では関東頭蓋が最も大きく，畿内頭蓋は之に

示すがその関係は畿内頭蓋と略々同様であるも，北 次ぎ，北陸頭蓋が最も小さく，関東頭査と他の二者

陸頭蓋に於ては� F>Pが更に減少し� FくPがそれ との問には何れも確差(北陸頭蓋との間差� =5.86，

だけ増加している。� F とO との関係に於ては，関 畿内頭蓋との間差� =3.63)が証明される。女性では

東頭蓋と他地方人頭蓋との問に大差がなく� F>O 関東頭蓋は畿内頭蓋よりも少しく小さく，北陸頭蓋

は� Fく0に比べて極めて大きし、。更に� PとO と よりははるかに大きく，後者との間には確差(合差

の関係に於ても関東頭蓋と他地方人頭蓋との間には� =4.63)が証明される。関東頭蓋に於ては男女両性

大した相違は認められなし、。 の間に明らかな確差が証明され，男性が女性よりも

第� 8項脳頭蓋角度計測 大きし、。森田の成績(合� 38..5:t0.12，♀� 37.9土0.15) 

(1) 前頭側面角，前頭傾斜角，グラベロープレ は余のそれに比較すれば少しく小さし、。要するに横

グ、、マ角 頭蓋旬隆示数は関東頭蓋と他の地方人頭蓋との間に

前頭側面角は男性では関東頭蓋は畿内頭蓋よりも 男女両性共に明らかなる地方差を示L，その差は男

小さし北陸頭蓋よりも大きいが，女性では畿内頭 性に於て特に顕著である。しかして関東頭蓋の数値

蓋よりも小さく，更に北陸頭蓋より少しく小さし、。 が北陸頭蓋のそれよりも大きいとし、う事は前者の頭

前頭傾斜角は男女両性共に関東頭蓋は畿内頭蓋よ 蓋旬隆の度が後者のそれに比べて弱し、事を示すもの

りもかなり小さし両者の聞には確差(合差� =6.00， である。

♀差�  =3.08)が認められる。しかして関東頭蓋は北� (2) 横前頭示数，横前頭頭頂示数，横頭頂後頭

陸頭蓋よりは大きい。森田の成績(合� 61.8土0.25， 示数� 

♀� 62.8士0.35)は余のそれに比較して少じく大きし、。 横前頭示数

グラベロープレグ、マ角は男女両性共に関東頭蓋は 関東頭蓋では男女両性共に北陸頭蓋よりも小さ

畿内頭蓋よりも小さく，両者の聞には確差(合差= く，畿内頭蓋よりも大きいが，その差はかなり小さ� 

5.27，♀差� =3.70)が証明される。関東頭蓋は北陸 し、。男女間に確差は証明されなし、。森田の成績(合

頭蓋よりも大きし、。森田の成績(合� 59.9:t0.25，♀� 80.5士0.36，♀� 81.5士0.39)は男性に於ては余のそれ� 

61.6士0.34)は，余のそれに比較して少しく大きい。 より小さく，女性に於ては余のそれと等しし、。之を

関東頭蓋に於ける以上の三つの角は男女両性の間� Martin表ぐS.822)に比較すれば，日本人� (Baelめ

に確差が証明されなし、。 は合+♀� 83.7であるのに対し，・余の関東日本人� 

(2) ラムダーイニオ� y角 は合+♀� 81.47であるから，人種表の中に於て

、関東頭蓋は男性では，畿内頭蓋よりも小さく，北� Chinesen (Haberer，合+♀� 81.3)と� Altagypter

陸頭蓋よりも大きく，関東頭蓋と畿内頭蓋との聞に� (Oetteking，合+♀� 82.2)の聞に位する。

は明らかな確差〈差� =5.23)が証明される。女性で 横前頭頭頂示数
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関東頭蓋は男性では，他地方人頭蓋に比較して最

も大きし北陸頭蓋が之に次ぎ，畿内頭蓋が最も小

さいが，女性では，北陸頭蓋が最も大きく，関東頭

蓋が之に次ぎ，畿内頭蓋が最も小さい。関東頭蓋に

於ては男女間に確差が証明されない。森田の成積は

女性では余のそれと一致し，男性では余の成績より

小さし、。之を Martin表 (s.820)に比較すれば，

日本人 (Baelz)が合  67.6，♀ーであるのに対し，

関東頭蓋は Altagypter(合 67.3，♀ 67.5)の下位

に位するものである。

横頭頂後頭示数

関東頭蓋は男女向性共に北陸頭蓋よりも小さく，

畿内頭蓋よりも大きく，男女間に確差は証明されな

い。森田の成績は余のそれと大差がなし、。 

(3) 矢状前頭頭頂示数，矢状前頭後頭示数，矢

状頭頂後頭示数

失状前頭頭頂示数

男性では関東頭蓋は畿内頭蓋より小さく，北陸頭 

葦より僅かに大きいが，女性では畿内及び北陸頭蓋

の何れよりも小さく，男女間に確差は認められな

し、。森田の成績は余のそれと大差がなし、。要するに

この示数は見掛上に於ても地方的差異は極めて少な

し、。

矢状前頭後頭示数

男性では関東頭蓋は北陸頭蓋よりも小さく，畿内

頭蓋と等しいが，女性では畿内及び北陸頭蓋の何れ 

よりも大きし男女間に確差は認められない。この

示数は男女両性とも関東頭蓋は畿内頭蓋と略々等し

いが，北陸頭蓋とは異ってしる。

矢状頭頂後頭示数

男女両性共に関東頭蓋が北陸及び畿内頭蓋の何れ

よりも大きく，男女聞に確差は認められない。森田

の成績は余のそれと大差がない。 

(4) 前頭矢状弧示数，頭頂矢状弧示数，後頭矢

状弧示数

前頭矢状弧示数

関東頭蓋では男女両性共に他地方人頭蓋とほとん

ど差がなく，男女聞にも確差は証明されない。

頭頂矢状弧示数

関東頭蓋に於ては男性では北陸頭蓋よりも大き

く，畿内頭蓋に等しいが，女性では北陸頭蓋よりも

小さく，畿内頭蓋に略々等しく，男女聞に確差は認

められない。森田の成績は余のそれと略々等しし、。

後頭矢状弧示数

関東頭蓋は男性では，北陸頭蓋よりも小さく，畿

内頭蓋に等しいが，女性では同様畿内頭蓋と等し

く，北陸頭蓋よりも大きい。男女間に確差は認めら

れなし、。

要するに以上の三示数の中，前頭矢状弧示数は各

地方人頭蓋の問に殆んど差は認められないが，頭頂

矢状弧示数及び後頭矢状弧示数は何れも関東及び畿

内頭蓋と北陸頭蓋との間に僅かに差が認められる。 

(5) 水平周高示数

水平周高示数は男女両性共に，関東頭蓋は畿内頭

蓋よりも小さく，北陸頭蓋よりも大きく，殊に男性

に於ては北陸頭蓋との聞に確差(差 =5.05)が認め

られる。男女間には確差は認められなし、。森田の成

績は余のそれと殆んど一致する。

(6) 頭蓋幅両耳幅示数 

男女両性共に関東頭蓋は畿内及び北陸頭蓋の何れ

よりも大きく，男性に於ては畿内及び北陸頭蓋との

間， (北陸頭蓋との間差 =6.34，畿内頭蓋との間差=

3.60)，女性に於ては， 北陸頭葦との間(差 =6.21)

に何れも確差が認められる。森田の成績(合 89.0士

0.24，♀ 87.3士 0.30)は余のそれと殆んど一致する。

関東頭蓋は男女両性の間に明らかなる確差を示し，

男性が女性より大きし、。即ち関東頭蓋は頭蓋最大幅

に対し，他の畿内頭蓋，殊に北陸頭蓋よりも比較的

広し、頭蓋基底を有するものである。 

(7) 大後頭孔示数

男女両性共に関東頭蓋は畿内及び北陸頭蓋の何れ

よりも小さいが，その差は極めて僅かであり男女開

に確差は認められない。森田の成績は女性では余の

それと一致するが，男性 (85.2士0.4めでは余の成績

よりも遥かに大きい。 

(8) 矢状前頭示数，矢状頭頂示数，矢状後頭示

数

矢状前頭示数

関東頭蓋を含む三地方人頭蓋に於て，男女両性共

に殆んど差異が認められなし、。男女聞の確差も証明

されなし、。森田の成績も余のそれと大差がなし、。之

を Martin表 (S.872)に比較すれば，日本人のこ

の示数が他人種に比較して小さいがこれはその前頭

骨の膨隆が強いことを示すものである。

失状頭頂示数

関東及び畿内頭蓋共に男性では北陸頭蓋よりも小

さく，女性では北陸頭蓋よりも大きし、。しかして関

東頭蓋と畿内頭蓋とは男女両性共に同ーの数値を示

している。男女間に確差は証明されない。

矢状後頭示数
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男性では関東頭蓋は畿内頭蓋と略々等しく，北陸

頭蓋より犬きいが，女性では三者の間に殆んど差異� 

が認められなし、。男女間の確差は証明されない。森

回の成績は余の成績と殆んど一致する。

要するに関東頭蓋は北陸頭蓋に比較して，後頭骨

の矢状轡曲が少いことを示すものである。� 

(9) 後頭i隔高示数

関東頭蓋は男女両性共に畿内頭蓋よりも小さ<，

北陸頭蓋よりも大きし男女聞に確差は認められな

し、。森田の成績(合� 92.7土0.49，♀� 93.3士0.58)は余

のそれよりも大きし、。要するにこの示数が大きし、と

いうことは，後頭i隔に対し後頭弦が大きいこと，換

言すれば，後頭骨の矢状轡曲が小さいことを意味す

るものである。之を� Martin表� (S.847)に比較す

れば， 関東日本人は� Altagypter(91.1)の上位に

位する。

第� 2節顔面頭蓋計測 


第� 1項顔面長径 
  

(1) 顔 長

関東頭蓋の顔長は，男性では畿内及び北陸頭蓋よ

りも少しく大きく，女性では北陸及び畿内頭蓋より

も小さく，男女聞に確差が認められる。森田の成績

(合 97.6土0.46，♀� 94.4士0.64)は余のそれと比較し

て男性に於し、て小さく女性に於いては大きし、。要す

るに之等三地方人頭筆の顔長には大差は認められな

し、。之を� Martin表� (S.894)に比較すれば，関東

頭蓋は合� 100.39であって，� lndianer合� 100.0のと

位に位するものである。尚余の計測は，男女両性に

於いて歯槽突起の萎縮したものを除外したことをこ

Lに追記する。

(2) 下顔長� 

男女両性共に関東頭蓋に於いて最も大きく，畿内

頭蓋に於いて最も小さく，男女間に確差が認められ

る。森田の成績(合� 104.6土0.51，♀� 99.6士0.61)は

男女共に余の成績より小さし、。

第� 2項顔面l隔径� 

(1) 上顔l隔，両眼i隔

上顔i隔は，男性では関東頭蓋が最も大きく北陸頭

蓋がこれに次ぎ，畿内頭蓋が最も小さいが，女性で

は関東頭蓋が最も大きく畿内頭蓋が之に次ぎ，北陸

頭蓋が最も小さく，男女間に確差が認められる。森

田の成績は男性(103.8士0.3のでは余の成績よりも

小さく，女性では余のそれと一致する。

両限l隔は，男女両性共に関東頭蓋が少しく大きい

が，他地方人頭蓋との差異はかなり小さく，男女間

に確差が認められる。森田の成績は，男性� (97.2士

0.32)では余のそれよりも小さいが女性では余のそ

れと一致する。

く2) 頬骨弓l隔

男性では関東頭蓋が最も大きく，畿内頭蓋之に次

ぎ北陸頭蓋が最も小さし、。女性では畿内頭蓋が最も

大きく，関東頭蓋之に次き北陸頭蓋が最も小さし、。

しかしながら之等各地方人頭蓋の差異はかなり小さ

し、。関東頭蓋に於いては男女間に確差が認められ男

性が女性よりも著しく大きし、。森田の成績(合� 132.9

士0.48，'♀� 124.9士0.62)は男女両性共に余の成績よ

りも小さし、。之をMartin表くS.895)に比較すれ

ば，関東頭蓋は� Australier(Basedow，合� 135.0，� 

♀� 121.7)と� Schweizer (Pittard，合� 136ム♀�  

127.7)の間に位する。� 

(3) 中顔、l幅

男性では北陸及び畿内頭蓋に比較して小さく，女

性では畿内頭蓋より少しく小さし、が，北陸頭蓋より

も大きし、。男女間に確差が証明される。森田の成績

(合 98.6士0.43，♀� 93.5士0.49)は余のそれと比較し

て何れも小さし、。之を� Martin表� (S.896)に比較

すれば� Guanchen(合 98.6，♀� 94.2)と� Torguten

(合 99ム♀一〉の聞に位する。� “ 
第� 3項顔面高径�  

(1) 顔 高

関東頭査に於ては男女両性共に最も大きく，北陸

及び畿内頭蓋は之よりも小さし、。森田の成績(合� 

123.8土0.57，♀� 115.0士0.62)は余のそれに比較し

て何れも小さい。之を� Martin表� (S.895)に比較� 

すると� lndianer (Rivet，合� 123.0，♀� 108.5)と� 

Eskimo (Hrdlicka，合� 126，♀� 120) の中間に位

し，人種表のと位を占めている。即ち関東頭蓋の顔

高は他人種頭蓋に比較しでかなり高い部類に属する

ものである。� 

(2) ヒ顔高

男女両性共に北陸頭蓋よりも，大きく，畿内頭蓋と

殆んど一致する。しかして男性に於ける関東頭蓋と

北陸頭蓋との間には確差(差� =3.10)が認められる。

森田の成績(合� 70.7土� 0.35，♀� 67.1士0.44)は余のそ

れに比較して何れも小さし、。関東頭蓋に於ては，男

女間に確差が認、められ，男性が女性よりも大きし、。

之を� Martin表くS.895)に比較すれば，関東日本

人は足立の日本人と殆んど)致し，各人種中で上位

に位する。

第� 4項眼宮間部計測

http:123.8土
http:135.0，
http:104.6土
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(1) 後限寵間幅 、、

男女両性共に，関東頭蓋に於し、て最も大きく，北

陸頭蓋が之に次ぎ，畿内頭蓋は最も小さい。尚関東 

頭蓋に於し、ては男女聞に確差が認められない。之を

Martin表 (s. 967)に比較するに，関東頭蓋は

Agypter (23.9)と Shweizer(24.9)の間に位し，

人種表の上位を占める。 

(2コ前眼実問1隔

男女両性共に関東頭蓋に於し、て最も大きく，畿内

頭蓋之に次ぎ，北陸頭蓋が最も小さい。しかして関

東頭蓋と北陸頭蓋との間には男女両性共に確差(合

差 =5.62，♀差 =5.11)が証明される。森田の成績

(合 17.8土 0.17，♀ 17.4士0.20)は余の成績に比較し 

でかなり小さし、。関東頭蓋に於し、ては男女間に確差

が認められなし、。尚関東頭蓋の成績は九州頭蓋(大

野〉の合  19.0. ♀ 18.5に比較しても少しく大きい。

之を Martin表 (S.967)に比較するに関東日本人

は Battak (19.3)と Birmanen (19.7)の聞に位す

る。

第 5項眼築計測

(1) 眼案1隔 (mf.-ek.)

男女両性共に北陸頭蓋に於し、て最も大きく，畿内

頭蓋が之に次ぎ， 関東頭蓋は最も小さし、。 しかし  

て，男性に於いては関東頭蓋と北陸頭蓋との間に確 

差(差 =3.75)が証明される。女性に於いては関東 

頭蓋は北陸及び畿内頭蓋の何れとも有意差(北陸頭 

蓋との間差 =4.22，畿内頭蓋との間差 =3.41)を示

している。森田の成績は余のそれと大差がなし、。関

東頭蓋に於し、ては，男女聞に確差が証明され男性が

女性よりも大きく，左右間には差異が認められな

し、。之を Martin表 (S.960)に比較すれば，関東 

頭蓋は Buriaten，(合 42.0，♀ー〉と Osttschen

(合 42.5，♀ 39.9)の聞に位し人種表の略々中{立を

占める。 

(2) 眼案l隔(1a.-ek.)

男女両性共に関東頭蓋は北陸頭蓋よりも大きく， 

男性に於し、て確差(差 =3.08)が認められる。男女

間に確差が認められる，男女間に確差が認められ，

男性が女性よりも大きい。この関東頭蓋ゐ成績は，

九州旧本人(大野〉の合 38.1，♀ 37.1よりも大きく.

叉京都日本人(佐竹〉の合 38.6，♀ 37.0よりも同様 

に大きし、。尚関東頭蓋の左右聞には殆んど差異が認

められない。之を Martin表 (S.960)に比較すれ

ば， 関東頭蓋は足立の日本人(合 38.8，♀一〉より

も大きく， Tir叫 er(合 39.0，♀ 37.0) と Bayern

(合 39.5，♀ 38.4)の聞に位し，人種表に於いては

下位に列するものである。

(3) 眼嵩高

男女両性共に各地方人頭蓋に於いて殆んど差異が 

なく，叉左右差及び性別は共に認められない。森田 

の成績も殆んど余のそれと一致する。之を Martin

の表 (S.959)に比較すれば，関東頭蓋は足立の日

本人〔合 34.3，♀一〕よりも僅かに大きく，之と  

Paltacalo司 Indianer (合 34.6，♀ 34.7) の間に{立

し，人種表のーと{古を占める。換言すれば，眼案高は

他人種に比較すればかなり高い部類に属する。

第 6項鼻古j:i計測

(1) 鼻 l隔

関東頭蓋は男性では畿内頭蓋よりも小さく北陸頭

蓋よりも大きし、が，女性では，畿内及び北陸頭蓋の

何れよりも犬きし、。しかして女性に於し、ては関東頭

蓋と北陸頭蓋との間に確差(差 =3.16)が証明され

る。森田の成績(合 25.0士0.15，♀ 24.5士022)は男

女両性共に余のそれよりも小さし、。尚関東頭蓋に於 

いては男女間に確差は認められなし、。要するに，関 

東頭蓋と北陸頭蓋との間には，女性に於いて明らか

に地方差が証明され前者の方が鼻l隔が大きい。之を

Martin表 (S.938)に比較すれば， 関東頭蓋は

N eu -Ir lander (合 25.6，♀ 24.1)と Papua(合 26.0，

♀ 26.0)との聞に位し，人種表の中位を占める。

(2) 鼻 高

関東頭蓋は男性では，畿内頭蓋よりも小さく，北

陸頭蓋よりも大きいが，女性では畿内及び北陸頭蓋

の何れよりも大きく，男女聞に確差が認められ，男

性が女性よりも大きし、。森田の成績(合 52.0土 0.26，

♀ 490士0.29)は殆んど余の成績と一致する。之を

Martin表 (S. 937) に比較すれば，関東頭蓋は 

Badener (合 52.0，♀ 47.9)と Schotten(合 53.5， 

♀ 49.4)との聞に位し，人種表の上位を占める。 

(3) 梨状口高

関東頭蓋は男女両性共に畿内頭蓋よりも少しく小

さく，北陸頭蓋よりも僅かに大きく，男女間には確 1

差が証明され，男性が女性よりも大きし、。森田の成

績は余のそれと略々一致する。要するに梨状口高は

各地方人頭蓋に於いて大した差異が認められない。

(4) 鼻骨最小幅

関東頭蓋は男性では北陸頭蓋よりも小さく，畿内

頭蓋よりも大きいが，女性では北陸及び畿内頭蓋の

何れよりも大きく，男女慌に確差が証明されなし、。

森田の成績(合 7.0::t:O.16，♀ 7.1:1:0.19)は余のぞれ

l
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よりもかなり小さし、。しかしながら全体としてみる

とき，各地方人頭蓋の間には犬差は認められない。

尚鼻骨最ノj、l隔の� O叉は� 1のものは余の場合に於いて

は存在しなかったことを追記しておく。

く5) 鼻骨最大l隔

関東頭蓋は男性では北陸頭蓋よりも僅かに小さく

畿内頭蓋と一致するが，女性で、は(也の両者の何れよ

りも犬きく，男女間に確差が証明されなし、。森田の� 

成績(合� 17.9::J.::0.14，♀� 17.5士0.19)は男性では余の

それと一致するが，女性では余のそれよりも少しく

小さい。

第� 7項口蓋計測�  

(1) 上顎歯槽長

関東頭蓋は男女両性共に，北陸及び畿内頭蓋の何

れよりも小さく，男女間には確差が証明され，男性

の方が女性よりも大きい。森田の成績は余のそれと

殆んど一致する。しかして北陸頭蓋と畿内頭蓋との

成績は一致するが，この両者と関東頭蓋との間に，

多少の差異が存在することが注目される。� 

(2) 上顎歯槽幅

関東頭蓋は男性では北陸及び畿内頭蓋の何れより

も大きく，女性では畿内頭蓋よりも小さく，北陸頭

蓋よりも大きし、が，その差は何れも小さし、。尚男女

聞には確差が認められ男性が女性よりも・大きし、。森� 

田の成績(合� 65.8士0.33，♀� 61.7士0.38)は余のそれ

と殆んど一致する。

(3) 口蓋長� (S. B.L.) 

関東頭蓋は男女両性共に，三地方人頭蓋の中で最

も小さく，畿内頭蓋が最も大きい。しかして，男性

に於いては関東頭蓋と畿内頭蓋との間に明らかな確

差(差� =3.60)が証明される。尚森田の成績(合� 

44.0土0.27，♀� 43.7士0.38)は，男性では余のそれと

一致し，女性では少しく大きい。尚関東頭蓋に於い

ては男女間に確差が証明され，男性が女性よりも大

きい。

(4) 口蓋幅

関東頭蓋は，男女両性共に畿内頭蓋よりも小さく，

北陸頭蓋よりも大き<，男女聞に確差が認められ男

性が女性よりも大きし、。しかして男性では，関東頭� 

蓋と北陸頭蓋との聞に明らかな確差(差� =3.05)が

詑'[月される。即ち男性に関する限り，口蓋幅は関東

頭蓋と北陸頭蓋との問に明らかなる地方差が存在す

るものである。森田の成績は余のそれと殆んど一致

する。� 

第� 8項下顎骨計測� ' 

(1) 下顎関節突起間幅

関東下顎は男女両性を通じて最も大きく，男性で

は畿内下顎，女性では北陸下顎が最も小さし、。しか

して男性に於ける関東下顎と北陛下顎との間(差=� 

2.88)及び関東下顎と畿内下顎との間(差� =2.8のに

は，司王[意差に近い差異が認められる。従って関東下

顎のこの突起問l隔は，他地方人下顎に比較して著し

く大きF し、ことが確認される。尚関東下顎の男女両

牲の問には，明らかな確差が存在し，男性の方が著

しく大きし、。森田の成績(合� 122.0土0.54，♀� 115.7

士0.67)は余のそれに比較して少しく小さし、。之

を� Martin表� (S. 971)に比較すれば関東下顎は� 

Australier (122)の上位に位し， 人種表の中央よ

り少しく上位を占める。� 

(2) 筋突起問l隔

関東下顎は男女両性共に最も犬きく，畿内下顎が

之に次ぎ，北陸下顎は最も小さし、。しかして男女両

性に於し、て関東下顎と北陸下顎との聞には何れも明

らかなる確差(合差� ==4.69，♀差� =6.89)が証明さ

れる。従って，筋突起間幅に於し、ては関東下顎と北

陸下顎との問に明らかなる地方差が存在する。尚関

東下顎に於いては，男女聞に明らかなる確差が存在

し男性が著しく大きし、。

'(3 ) 下顎角i隔� j

関東下顎は男女両性共に他地方人下顎よりも小さ

し、が，その差異は僅かである。尚男女間には明らか� 

なる確差が証明され，男性の方が薯し〈大きい。森

閏の成績(合� 96.9士0.54，♀� 90.3士0.49)は余のそれ

と比較して男性で、は小さく，女性では大きし、。之

を� Martin表� (S. 971.)に比較すれば関東下顎は

Chinesen (101)と� Melanesier(96)の問に位す� 

る。� 

(4) 限 高

男性に於いては三地方人下顎の間に差異なく，女

性では北陸下顎が関東及び畿内下顎の何れよりも小� 

さい。森田の成績も殆んど余のそれと一致する。関

東下顎に於いては男女間に確差が存在し，男性が女

性よりも大きい。

(5) 顕� l隔

関東下顎が男女両性共に最も大きく，男性では畿

内下顎が，女性では北陸下顎が最も小さい。関東下

顎には男女間の確差は証明されなし、。何れにしても

問rl固に於いては三地方人下顎の間に大差はない。

(6) 下顎枝高

関東下顎〈右側〉は男女両性共に最も大きく，男

http:122.0土
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性では畿内下顎が，女性では北陸下顎が最も小さ く，男性では北陸下顎が，女性では畿内下顎が最も

い。しかして男性に於し、ては関東下顎と畿内下顎と 大きし、。しかし之等の聞に於ける差異は小さし、。男

の間(差� =3.40)女性に於いては関東下顎と北陸 女間にも確差が証明されない。森田の成績(合� 35.4

下顎との間(差� =3.18)に何れも明らかな確差が証� :1:0.29，♀� 34.0士0.34)は余のそれよりも少しく大

明される。尚森田の成績(合� 62.6士0.45，♀� 57.6士� きし、が大差はない。� 

0.53)は余のそれに比較して男女向性共に小さい。 (10) 下顎枝幅

関東下顎に於いては男女間に確差が存在し，男性が 右側は男，女両性共に北陸下顎が最も大きく，白畿

女性よりもったきし、。 内下顎が之に次ぎ，関東下顎が最も小さい。しかし

左側の下顎枝高はその平均値に於いて}右側のそ て之等の聞に於ける差異は僅かであって，房長に女性

れと殆んど一致する。尚この場合男女両性に於い に於し、ては三者殆んど一致する。森田の成績は余の

て，関東下顎と畿内下顎との間には明らかな確差 それと大差がなし、。左側の平均値も右側のそれと殆

(合差 =3.40，♀差� =4.45)が認められる。尚関東 んど一致する。

下顎と北陸下顎との聞にも男女両性に於いて有意差 第 9項顔面頭蓋角度計測

に近い差異(合差� =2.89，♀差� =2.85)が存在す� (1) 全側面角(第� 14表〉

る。要するに左右両側を通じて関東下顎の下顎枝高 関東頭蓋は男性では畿内及び北陸頭蓋よりも小さ

は畿内及び北陸下顎のそれと明らかなる地方差を示� <，女性ではそれらよりも大きし、。しかしながらそ

している。 の差は極めて少い。尚関東頭蓋は男女間に確差を示� 

(7) 筋突起高 さなし、。森田の成績(合� 81.5土0.29，♀� 83.6士0.36)

関東下顎(右側1])'は男性では畿内及び北陸下顎の は男性では余の成績よりも大きく，女性では犬差が

何れよりも小さいが，女性では畿内下顎よりも小さ ない。関東頭蓋の側面角を� Luthyの表� (Martin

く，北陸下顎よりも大きし、。尚関東下顎に於いては� s.912)に対比すれば，� Singhalesen (82.10
) と

男女聞に確差が認められ，男性が女性よりも著しく� Chinesen (83.0
0
) の間に位し， 人種表の略々中央

大きし、。左側の筋突起高はその平均値に於し、て男女 に列するものと思われる。之に反して� Martin表

両性共に右側のそれよりも少しく小さし、。� (S.913)に比較すると略々� Marianen(82.80
) に� 

(8) 下顎殻痕高 相当し|世界人種の中で小さい部類に属する。

関東下顎(右側〉は男性では，畿内下顎より小さ 関東頭蓋の平均値は，男女両性共に� Mesognath

く，北陸下顎より大きいが，女性では北陸下顎より に属するものであるが，之を全側面角によりて分類

小さく，畿内下顎より大きい。尚之等の間には大差 すれば第� 14表の如くである。即ち関東頭蓋は� Mes-

はなレ。森田の成績〔合� 14.7:1:0.17，♀� 13.1士0.20) ognath (58.1%)最も多く，� Orthognath (31.1%) 

は余のそれと殆んど一致する。左側載痕高は右側の 之に次ぎ，� Prognath(10.8%)は最も少し、。この関

それと大差がない。 係は北陸及び畿内頭蓋に於し、ては同様であるが，中� 

(9) 下顎鼓痕幅 国頭蓋に於いては之に反して� Orthoshath(50.6%) 

関東下顎(右側〉は男女両牲を通じて最も小さ 最も多く，� Mesognath (43.0%)之に次ぎ，� Progn・

第� 14表側面角分類表�  
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第 15表鼻 偶1] 面 角

日二「 ~I号21rl 雨空瓦…
 

ath (6.3%)は最も少し、。北海道アイノは大体に於

いて関東，北陸及び畿内頭蓋に)致する。これに対

して支那人頭蓋 (Habererつ は  Masognath(47.2 

%)が第 l位を占めるが， Prognath (39.0%)が第

2位を占め Orthognath (13.9%)が最も少くなっ

てし、る。

(2) 鼻側面角(第 15表〉

関東頭蓋は男女両性を通じて畿内頭蓋よりは小さ

〈北陸頭蓋よりは大きし、。しかして，男性に於し、て

は，関東頭蓋と畿内頭蓋との間に明らかな確差(差 

=3.23)が証明される。従って，男性に於いては関東

頭蓋と畿内頭葦との間には，明らかなる地方差が存 

在する。森田の成績(合 88.5土 0.36，♀ 87.8土 0.38)

は，余の成績よりも可成り大きい。之を Luthyの 

表 (MartinS. 912)に比較すると，関東頭蓋は，

Singhalesen (85.5っと Altagypter(86.4
0
) との間

に位し， 世界人種表の中央に列するが Martin表

(S. 913)に於いては Marianen(85.7
0
) と Nord・

chinesen (86.0っとの聞に{立し，世界人種の中で

小さい部類に層する。

関東頭蓋の平均値は男女両性共に Orthognath

に属するが之を鼻側面角により分類すれば Ortho-

gnath (68.1%)最も多く， Mesognath (21.7%)之

に次ぎ， Prognath (3.2%)は甚だしく少し、。北陸

頭蓋はその関係が関東頭蓋に近く， Orthognathが

第 1位， Mesognathが第 2位を占めるが，両者の

差は，関東頭蓋に於けるよりも少し、。しかるに畿内

頭蓋に於いては Orthognath(84.0%)が圧倒的多

数を占め， Mesognath及び Hyper-Orthognath 

は何れも 8%を示すが Prognathは存在しなし、。 

北海道アイノは Orthognath(49.5%)が第  1位

で Mesognath(46.8%)が第 2位を示すが，両者

の差は極めて少し、。尚関東頭蓋に於いては男女両J)生

共に Orthognathが最も多く Mesognathが之に 

次ぎ，その関係は男女聞に於いて同様である。 

0 

1.1 

8.0 

(3) 鼻背側面角 

男性では北陸頭蓋が最も大き<，畿内頭蓋が之に

次ぎ，関東頭蓋が最も小さい。女性では北陣頭蓋が

最も大きく畿内頭蓋が最も小さし、。しかして男女両 

性共に北陸頭蓋と関東頭蓋との間には何れも明らか

なる確差(合差 =8.49，♀差  =6.11)が託明され  

る。即ち，鼻背側面角に関し関東頭蓋と北陸頭蓋と

の聞には明らかなる地方差が証明される。尚関東頭

蓋に於いては，男女間に確差は認められなし、。之を

Luthy u. Reicherの表 (MartinS. 920)に比較 

する lと，関東頭蓋は Australier(61.60
) と Kame-

run-Neger (64.10
)の間に位し，人種表の中位を占

める o

(4)' 下顎枝角

右側。男性では関東下顎が最も犬きく，北陸下顎 

が之に次ぎ，畿内下顎は最も小さし、が，女性では

北陸下顎が最も大きく，関東下顎が之に次ぎ，畿内 

下顎は最も小さし、。しかして男性に於ける関東下顎 

と畿内下顎との間には，明らかなる確差(差 =4.16)

が認められる。換言すれば，下顎枝角に於いては関

東下顎と畿内下顎との間には，明らかなる地方差が

認められる。尚関東ド顎に於いては男女聞に確差は 

認められない。森田の成績(合 127.7士0.72，♀ 131.3

土 0.86)は男性では余の成績よりも小さ<，女性で

は余のそれと一致する。左側に於ける成績は，右前IJ

に於けるそれと略々一致する。尚左側に於いても男

性では関東下顎と北陸下顎との問時は明らかなる確

差(差 =4.32)が証明される。之を Martin表 (S.

984)に比較すると関東日本人は Europaer(Mun-

chner)の 1280 よりも大きく，人種表の最上位に位

する。即ち，関東下顎の下顎枝角は，諸人種に比較

して最大の値を示すものである。


第 10項顔面頭蓋示数 


(A) 顔面示数

(1) コノLマン顔面示数(第 16表〉
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第� 16表 コノ1.- :;/顔面示数分類表-c7 

1 Iil~ n 
向-iHype均厄Eep昨「Mesop昨Europ時:iHmer

|合

12.5 37.512.5 37.5関 東 日 本 人♀�  

31.4 31.451 2.0 5.9 29.4合+♀� 

ryprosop I sop sop sop toprosop 

7.0 34.9 30.2 27.9 

2.0 

畿 内 日 本 人合+♀�  50 


中 国 日 木 人


北 陸 日 本 人合十♀l49 

64合+♀� 

日i州、 103 4.9九 本 人 合十♀� 

69 10.0 

支 許= 人� (Haberer) 合+♀|� 33 

北海道アイノ|合+♀�  

男性では関東頭蓋は畿内頭蓋と一致するが北陸頭

蓋よりも少しく大きく，女性では他の二地方人頭蓋� 

よりも大きい。しかし全体を通覧するとき，その差

は極めて小さい。男女間には確差は認められない。

コルマ� y顔面示数によって頭蓋を分類すると第� 16

表の通りである。即ち，関東頭蓋をその平均値から

見るときには，他地方人頭蓋と同様に� Leptaprosop

に属するが之を分類するときには，男女合計に於い

て，� Mesoprosop及び� Leptoprosop共に� 31.4%

であり� Hyperleptoprosop は29.4%を示してい

る。しかして，森田の場合に於いては� Mesoprosop 

28.3%，Leptoprosopは32.3%，Hyperleptopro-

sop 33.6%を示し，多少の出入りはあるが大体に於

いて余の成積と一致する。しかるに北陸頭蓋に於い

ては� Mesoprosopが最も多く，� Leptoprosop及

び� Hyperleptoprosopは20予告代を示すが，畿内及

び中国頭蓋に於し、ては� Leptoprosopが殆んど半数

前後を示し� Mesoprosop及び� Hyperleptoprosop 

が 18%~28% の間に分布されている。以上の関東，

北陸畿内及び中国頭蓋を通じて� Euryprosopは� 10

%以下であり， 大多数のものが� Mesoprosop，

Leptoprosop， Hyperleptoprosopに分布されて

いることは，共通の現象である。この関係は支那人

(Haberer)と殆んど一致する。 しかるに， 九リ十聞

蓋に於いては，� Etiryprosop26.2%，Mesoprosop 

なる数字を示し，そのLeptoprosop 22.3%る，31.19

関係は北海道アイノに類似し関東頭蓋等からは著し

く相違する。

之を� Mart.n表� (5.900)に比較すると，関東頭

蓋は� Leptoprosop の項のうちで� Arna-zulu(合 

9l.1，♀一〉と� 5chotten(合 92.3，♀� 87.8)の聞

.4，93の日本人(合Toldt同表に掲げるに位し，

♀� 94.0)よりは可成り小さし、。� 

4.1 44.9 26.5 22.5 

10.0 20.0 52.0 18.0 

6.3 28.1 46.9 18.8 

26.2 31.1 22.3 15.5 

33.3 33.3 13.0 10.1 

3.0 27.3 39.4 30.3 

(2) ウイ/[，ヒョウ顔面示数

関東頭蓋は男性では北陸頭蓋よりも大きいが，女

性では後者よりも小さし、。尚森田の成積(合� 125.4

土0.68，♀� 123.3士0.77)は男性に於いては余のそれ

と一致し，女性に於ては余の成績よりも大きい。之

を� Hollの分類法により分類すれば，� Hypercham司� 

aeprosop 2.0%，Chamaeprosop 27.5%，Ortho-

prosop 45.1%，Leptoprosop 25.5%にして，� Ort・� 

oprosopが最上位を占め，次に� Chamaeprosopで

あり，� Hypercharnaeprosopが最下位を占める。

Hyper leptopl'oSOpは� 1例もない。� 

く3) コノLマシヒ顔面示数(第� 17表〉� 

男女両性を通じて畿内頭蓋が最も大きく，北陸頭

蓋が最も小さし、。畿内頭蓋と関東頭蓋との差は，極

めて小さし、が後者と北陸頭蓋との問には可成りの差

が認められる。森田の成績(合� 53.3士0.28，♀� 53.8

士0.36)は大体に於し、て余のそれと一致する。男女

問に確差は認められない。之等の三地方人頭蓋は，

その平均値は何れも� Mesenvこ属するものである

が之を分類すれば， 第� 17表の通りである。 しかし

て，之等諸地方人及び隣接人種の成績を通覧するに� 

(1)総てを通じて Mesenが過半数以と叉は半数

に近き最高の%を示すこと，� (2)北陸日本人及び� 

北海道アイノに於し、ては� Euryenが第� 2の高率を示

しているのに対し，� (3) 'f也の関東日本へ，首長内白木 

人，中国日本人，九州白木人，朝鮮人及び支那人に

於し、ては，� Leptenが第� 2{すの高率を示してし、るこ

とが看取される。尚森田の成績は� Mesen，50.4%， 

Lepten，29.8%，Euryen，15.8%等の数値を示し

ている。之を� Martin表� (5.902)に比較すると，

関東頭蓋は� Arna-zulu(合 52.9，♀一〉と� 5ingh-

alesen (合 53.2，♀一〉との聞に位し，各人種表の

中{立を占める。
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第� 17表 コ Jl.- マ� y 上顔面示数分類表�  

n 門誌町� Euryen 1 Mesen 1-1:示瓦THyケ向・� 
en 

58 10.3 58.6 29.3 1.7

。16 6.3 37.5 56.3 

74 

関 東 日 本 人� 

9.5 54.1 35.1 1.4 

49 2.0 26.5 51.0 18.4 2.0~~ 陸 日 本 人 合+♀� 

49 6.1 53.1 36.7合ート♀� 4.1畿 内 日 本 人

70 2.9 61.5 30.0中 国 日 本 人 5.7合+♀� 

103 14.6 57.3合十♀� 22.3 5.8人本日i州、九

3.9103 58.331.1合十♀� 5.8北海道ア イ ノ 1.。0 

朝 鮮 人(小金井〉 合十♀ 15 6.7 80.0 13.3 

支那 人� (Habererつ合十♀� 36 11.1 41.7 38.9 8.3 

。
。
。� 
。
。

。
。
。� 

第� 18表 ウイルヒョウ上顔面示数分類表� 

Hyper伽� ma-lctm叩・0・IL-~~t-oprosop IHy凶� e向・f生� n eprosop sop ep oprosop rosop 

関 東 日 本 人� 

北 陸 日 本� A 

畿 内 日 本 人

国 日 本 人

九 木 人日l州、

北海道ア イ ノ

朝 鮮 人(小金井〉

(Habeler)人芽日支

合
 

♀ 


合+♀
 

合+♀� 

合+♀� 

合+♀� 

合+♀� 

合+♀� 

合+♀� 

合+♀� 

58 5.2 53.4 41.2 

16 12.5 68.8 18.8 

74 6.8' 56.8 36.5 

50 

49 

110 

16 

36 

12.0 

2.0 

5.4 

12.6 

33.0

。
8.3 

(4) ウイルヒョウ上顔面示数(第� 18表〉

関東頭蓋に於いては男女両性共にその平均値は，� 

Chamaeprosopに属する。しかして，三つの地方

，人頭蓋のうち北陸頭蓋が最も小さく，関東及び畿内

頭蓋は之よりも可成り大きく，その数値は両者全く

一致している。男女間の確差は認められなし、。森田

の成績(合� 71.84::!::0.39，♀� 72.0::!::0.48)は余のそれ� 

と大差がなし、。ウイノレヒョウ上顔面示数� (Hollの

分類法〉により分類すれば第� 18表によって示す様

に何れの頭蓋も� Chamaeprosopが過半数を占めて

し、る。しかして支那人，朝鮮人，九州，中国，畿内，

北陸，及び関東頭蓋は何れも� Leptoprosopが第� 2

位を示すのに対し，北海道アイノは，� Hypercham-

aeprosopが第� 2位を占めている。尚関東頭蓋に

於いては，� Chamaeprosop (56.8%)が第l{立で，� 

Leptoprosop (36.5%)が第� 2位を示すが， 両者の

差異は他地方人頭蓋に比較しでかなり少し、事が注目

される。� 

(5) 頬骨前頭示数

74.0 

75.5 

66.2 

67.0 

63.4 

75.0 

58.3 

14.0 

22.4 

28.4 

20.4 

3:6 

25.0 

33.3 

。
。
。
。
。
。
。
。
。
。


関東頭蓋は，男女両性共に畿内頭蓋よりも小さ

し男女間に確差が存在し女性が男性よりも大き� 

し、。森田の成績(合� 87.3士0.39，♀� 89.5士0.56)は，

殆んど余のそれと一致する。北陸頭蓋に於し、ては，

之に該当する示数は報告されていなし、。尚，余の頬

骨前頭示数は最大l隔を用し、た事を付記しておく。

(6) 頬骨下顎示数

関東頭蓋は，男女両性共に畿内頭蓋よりも小さ

く，叉男性では北陸頭蓋よりも大きいが女性ではそ

れよりも小さし、。男女間に確差は認められなし、。尚

森田の成績(合� 72.9土0.34，♀� 72.3土0.32)は余のそ-

れと比較して，男性では殆んど一致し，女性では少

しく大きし、。之を� Martin表� (S.908)に比較すれ

ば� Ambitle(合 70.0，♀一〉と� Aino'(合� 74.2，♀� 

73.7)の間に位し， 人種表に於いては著しく小さい

部類に属する。� 

(7) 頬骨中顔、幅示数

関東頭蓋に於いて，合� 72.75土0.31，♀� 75.75土0.50

の数値を示し，女性の方が大きし、。しかるに森田の
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第� 19表 上顎歯槽示数分類表�  

'1生� n : Dolichuranich Mesuranish Brackyuranish 

関 東 日 本

合� 

人� ♀ 

合+♀|�  

53 

16 

69 

7.5。� 
5.8 

11.3 

6.3 

10.1 

81.1 

93.8 

84.1 

~~ 陸 日 本 10.4 10.4 79.2 

畿 内 日 本 人 合 + ♀ 2.1 10.4 87.4 

樺 太 ア イ ノ合+♀ 12.6 21.9 65.6 

成績(合� 74.3:::!::0.25，♀� 74.8土0.31)は男性に於し、て

は余のそれよりも大きく女性では小さし、。男女間に

確差が証明されない。

上顎歯槽示数(第� 19表〉

関東頭蓋では男女両性共にその平均値は，� Brack-

yuranishに層し， 男性では北陸頭蓋よりも小さく

畿内頭蓋よりも大きいが，女性では畿内頭蓋よりも

小さく北陸頭蓋よりも大きい。男女聞に確差が証明

されなし、。尚森田の成績(合� 126.0士0.68，'♀ 123.2 

土1.01)は余のそれに比較しでかなり大きい。之を� 

Martin表� (S. 928)に比較すれば，関東頭蓋は� 

Battak (合+♀ 121.1)と� Maori(合+♀� 122.6)と

の聞に位し人種表の上位を占めている。� 

h顎歯槽示数を� Turnerの方法に従って分類す

れば第四表の通りであって，関東頭蓋も他の頭蓋

と同様に� Brackyuranish(84.1%)が圧倒的多数を

示し� Mesouranisch (10.1%)が之に次ぎ� Dolich-

uranisch (5.8%)は最も少し、。この分類の%は

畿内頭蓋のそれに類似するが北陸頭蓋に於いては� 

Mesuranishと� Dolichuranischが何れも� 10.4%

を占め，多少の相違を表わしている。� 

(9) 口蓋示数(第� 20表〉� 

Spinabasislange による日葦示数に於し、ては関東

頭蓋は男女両性共に最も大きく畿内頭蓋が之に次

ぎ，北陸頭蓋は最も小さい。しかして，関東頭蓋と

北陸頭蓋との聞には確差(合差� =3.38，♀差=489)

が認められる。尚男女聞に確差は証明されない。森� 

田の成積(合� 91.1士0.78，♀� 90.4士1.27)は余のそれ

と比較して男性では僅かに大きく女性で、は小さい。

之を� Martin表� (S.931)に比較すれば� Brachys-

taphylinに層する人種中� Battak(合+♀ 91.0)に

該当し，その項の中{立を占める。

口蓋示数を� Martinに従い分類すれば，第� 20表の

通りであって，関東頭蓋は� Brachystaphylin(75.4 

%)が圧倒的に多く， Leptostaphylin (14.5%)が

第� 2位，� Mesostaphylin (10.1%)が第� 3位を示し

ている。しかるに，森田の場合に於し、ては� Brachy-

strphylin (74.9%)は余の成績と一致するが，之に

反して第2位は� Mesostaphylin (15.4%)，第 3位

は� Leptostaphylin(9.7%)となってし、る。尚畿内

頭蓋に於し、ては� Brachystaphylin(61.4%)は過半

数を示すが，北陸頭蓋に於いては� Brachystaphy1in

は43.7%で過半数に達していなし、。しかして両者共� 

Mesostaphylinの%は関東頭蓋のそれの約� 3倍に

達する。要するに関東頭蓋と他の北陸及び畿内頭蓋

とはその%の配分に於し、てかなり相違している。� 

B 眼寵部示数� 

(10) 前眼寓間示数

関東頭蓋は，男女両性共に最も大きく，北陸頭蓋

は最も小さし、。しかして男女両性共に関東頭蓋と畿

内頭蓋との問(合差=3.39，♀差� =6.43)及び関東

頭蓋と北陸頭蓋との間(合差� =5.06，♀差� =6.9の

には，確差が存在し，明らかなる地方差が証明され

る。この前眼鶴間示数について以上の如く，関東頭

第� 20表 口 蓋示数分類表

性� n ILeptos叫� y叫� MesostapnhylinBrachysta向� lin

76.410.912.755合� 
71.47.1関 東 日 本 人� ♀ 21.414 

75.410.114.569合+♀� 

43.731.325.0北 陸 日 本 人 合+♀� 
61.427.311.4議 内 日 本 人 合十♀� 

"， 
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第� 21表眼 案 刀ミ 数 (r+1) 

仕」 ;;--!a函孟孟ch I Mes山口ch Hypsikonch 

142 8.5 66.9 24.6合� 

23.946 2.2 73.9関 東 日 本 人� ♀ 

188 56.4 36.76.9合+♀� 

68.0 19.0100 13.0~~ 陸 日 本 人� 

16.024.0 60.0畿 内 日 本 人 合+♀ ー� 

27.2 1"64.8.7日l州、九 木 人 合+♀ 一� 

蓋と他地方人頭蓋との間に明らかな地方差が証明さ� nch (56.4%)が最も多く，� Hypsikonch(36.7%)が

.れることは注目すべき所見である。尚関東頭蓋に於 之に次ぎ� Chamaekonch(6.9%)が最も小さし、。森

いては男女間に略々確差(差� =2.97)が認められ， 田の成績� (Mesokonch64.6%，Hypsikonch 22.1 

女性の方が男性よりも大きし、。森田の成績(合� 18.3 %， Chamekonch 13.3%)を余のそれと比較すれ

士0.15，♀� 18.5士0.19)は，何れも余の成績よりも小 ば多少のずれを示している。北陸頭蓋に於いては，

さく，畿内頭蓋に略々一致する。之を� Martin表� Mesokonch (68.0%)が圧倒的に多く，� Hypsiko・� 

(S. 967)に比較すれば，関東頭蓋は略々� Battak nch (19.0%)と� Chamaekonch (13.0%)が相接� 

(20.1)に該当し人種表の中{立を占め北陸頭蓋(合+ 近した数値を示しているが，畿内頭蓋に於いては，� 

♀� 17.7)が最小値を示すのとは著しく相違する。� Chamaekonch (24.0%)が� Hypsikonch (16.0%) 

(11) 眼脅示数〈第21表〉� よりもかなり大きい。尚九州頭蓋に於いては� Mes-

右側に於いては，男女両性共に関東頭蓋が最も大� ekonch (64.1%)についで� Hypsikonch(27.2%) 

きく，北陸及び畿内頭蓋は関東頭蓋よりも小さく， が相当に多く� Chamaekonch(8.7%)が著しく少

しかもその両者の数値は女性に於いて略々一致す ない。要するに関東，九州、l及び北陸頭蓋が，� Meso 

る。関東頭蓋に於いては男女聞に確差が認められ女� kochを中心としてより多く� Hypsikonchの方に

性の方が男性よりも大きし、。即ち女性は男性よりも 傾いているが，畿内頭蓋は之に反して，� Mesokonch 

比較的高い� Orhitaを有するものである。この関係 を中心にしてより多く� Chamaeconchの方に傾い

は左側に於し、ても同様である。尚森田の成績(合 ていることは注目すべき所見であろう。� 

示数1)鼻音Cは余の成績と比較してか8).40士82.4，♀0.39.4士80

なり小さ<，北陸及び畿内頭蓋に類似の数値を示し� (12) 鼻示数(第� 22表〉

てし、る。要するに余の関東頭蓋は，北陸及び畿内頭 関東頭蓋は男性では畿内頭蓋よりも小さ<，北陸

蓋よりもかなり大きいが，その関係は女性の右側に 頭蓋よりも犬きいが，女性では畿内及び北陸頭蓋の

於いて特に著明である。即ち，女性の右側では関東 何れよりも大きし、。しかして男性に於ける他地方人

頭蓋と畿内頭蓋との間(差� =3.54)及び関東頭蓋と 頭蓋との差異はかなり小さいが，女性に於いては相

北陸頭蓋との問(差� =3.8めには確差が存在し，明 当に大きし、。即ち，関東地方の女性は畿内及び北陸

らかなる地方差が証明される。尚男性の右側に於し、 地方の女性に比較して，比較的広い鼻を有すること

ても畿内頭蓋との間に確差(差� =3.28)が認められ を意味する様に恩われる。尚男女聞に有意差は認、

る。この女性の右側に於いて関東頭蓋と畿内及び北 められなし、。森田の成績(合� 48.4士0.35，♀� 50.2士

陸頭蓋との間に夫々明らかな地方差が証明されるこ� 0.50)は余のそれに比較して女性で、は特に小さし、。

とは注目すべき所見である。尚左右両信1]共関東頭蓋 之を� Martin(S. 939)表に比較すれば，関東日本

の眼筒示数の平均値は男性では，� Mesokonchであ 人は� Baelzの日本人(合� 50.0，♀一〉に略々該当

るが女性では� Hypsikonchに属する。之を� Martin し人種表の中{立を占める。

表� (S.960)に比較すれば，関東頭蓋は� Battak(合 関東頭蓋の平均値は男性では� Mesorrhinに属す� 

81.9，♀-)と，� Polen (合 82.3，♀一〉との問に るが女性では� Chamaerrhinに属する。しかして

位し人種表め中位を占める。眼習を限宮示数により 鼻示数によりて分類すれば，第� 22表に示す様に関

て分類すれば第� 21表の如く，関東頭蓋は� Mesoko・ 東頭蓋では� Chamaerrhin(38.3%)が第� 1位を示

、，
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第� 22表鼻 示 数 分 類 表 �  

'1生� n Lepta凶� Hyprrehrcinhae-
rrnln 

合� 23.9 39.4 33.8 2.8 

関 東 日 本 人� ♀ 23 8.7 21.7 52.2 17.4 

合+♀� 94 20.2 35.1 38.3 6.4 

し，� Mesorrin (35.1%)が第2位を示し� Leptorr- う。唯，森田の成績(合� 79.6士0.41，♀� 78.2士0.44)

hin (20.2%) が之に次ぎ~， Hyperchamaerrhin が余のそれと略々一致することは，注目すべきこと

(6.4%)は最も少し、。 しかるに森田の場合に於し、て であろう。
 

は� Leptorrhin(35.1%)が最も多く，� Mesor・rhin (15) 下顎枝示数


(32.6%)が第2f立を占め� Chamaer叶lin(27.8%) 右側では関東下顎は，男女両性共に北陸及び畿内

が之に次ぎ，余の場合と同様に� Hyperchamaerr- 下顎の何れよりも小さい，しかして男性に於いて� 

hin (3.5%)が最も少し、。即ち，余の成績と森田の は，関東下顎と畿内下顎との間(差� =3.88)及び関

それとは%の間分の順序がかなり相違している。 東下顎と北陸下顎との間(差� =7.24)には，何れも

畿内頭蓋に於いては，余の場合と同様に� Chamaer- 明らかなる確差が証明される。この成績は枝高の計� 

'$ 	 rhin (44.0%)が第� 1位，� Mesorrhin (34.0%)が 測点のとり方によりかなりの影響をうけるので，そ

第� 2位，� Leptorrhin (16.0%)が之に次ぎ� Hyper- のま� Lには受取り難いが，唯この成績が森田の成績� 

chamaer・rhin(6.0%)が最も少し、。 しかるに北陸 (合 53.1土0.48，♀� 54.1士0.66)に略々一致すること

頭蓋に於いては� Leptorrhin(34.0%)，Chamaer・ は興味ある所見といわなければならない。更に左側� 

rhin (32.0%)，MesOI・rhin(30.0%)の三者が略々 に於し、ても男性では関東下顎と畿内下顎との間(差

同様の%を示し，� Hyperchamaerrhin (4.0%)が� =3.05)及び関東下顎と北陸下顎との間(差� =3.70)

最も少し、。要するに%の配分に於いて余の関東頭 には，何れも確差が証明され，尚女性の右側に於い

蓋と畿内頭蓋とは一致するが，北陸頭蓋は前二者と ても関東下顎と北陸下顎との間(差� =2.86)には，

違った傾向を示している。森田の成績は，むしろ北 有意差に近い数字が認められる。何れにしても左右

陸頭蓋に近し、。 を通じ七，関東下顎と他の北陸及び畿内下顎との間� 

(13) 横鼻顔面示数	 には，上記の数値が与えられるがその信頼性は色々

関東頭蓋は男性では，畿内頭蓋ーよりも小さく北陸 の点から充分に検討する必要があろう。

頭蓋よりも大きいが，女性では他の両者よりも大き� (16) 顎示数(第� 23表〉

し、。男女間に有意差が認められ女性は男性よりも大 関東頭蓋は男女両性共に北陸頭蓋よりも小さく，

きい。尚男女両性共に各地方人頭蓋に於ける差はか 男女聞に確差が認められなし、。しかして森田の成績

なり小さし、。森田の成績(合� 18.2土0.11，♀� 19.6士 (合 97.0:t0.38，♀� 99.0士0.45)は余の成績と男性に� 

0.16)は，余のそれと大差がない。� 於いては一致し，女性に於いて少しく大きし、。

D 下顎示数� 頭蓋を顎示数によって分類すれば，第� 23表の通

(14) 下顎幅示数	 りである。即ち，関東頭蓋は� Orthognath(57.1%) 

関東下顎は男女両性共に他の畿内及び北陸下顎の が最も多く，� Mesognath (36.4%)が之に次ぎ，

何れよりも少さし叉男女間に確差が認められな� Prognath (6.5%)は最も少なし、。この関係は，森田

い。しかして男性において関東下顎と北陸下顎との の成績� (Orthognath55.5%，Mesognath 31.7%， 

問(差� =3.25)及び関東下顎と畿内下顎との間(差� Prognath 12.8%)と略々一致する。しかるに，北� 

=4.0めには何れも，明らかなる確差が証明される。 陸頭蓋に於いては� Mesognath(54.0%)が最も多

しかしながら下顎幅の計測点が余の場合と北陸及び く� Orthognath(34.0%)が之に次ぎ，� Pragnath 

畿内下顎との場合に於いて相違している様に思われ� (12.0)が最も少し、。尚要約すれば，関東頭蓋に於し、

るので，この成績は割引きして考える必要があろ では� Orthognathが最も多いが，北陸頭蓋では
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第� 23表 顎 刀て 数 分 類 表

関 東 日 本

'1'生 n Orthognath Mesognath Prognath 

合� 61 55.7 36.1 8.2 

人|�  ♀ 16 62.5 37.5 。
合+♀� 77 57.1 36.4 6.5 

Mesognathが最も多<%の回分の状態が両者に 蓋よりも少しく短ぐ，その他の幅径は北陸顕葦より

まさし、て著しく相違してし、る。 も一般に大である。要するに関東頭蓋は北陸頭蓋に

比較して前後に少し短いが横には広くなっている。
-第 4章総 括� 

(7) 以上の各項目に於ける男女の性別は殆んど� 

(1) 関東日本人の頭蓋容積は大であって，男女 すべて明らかなる確差を示し，男性は女性よりも大

両性共にその平均値に於し、ては� Aristenkephalに である。� 

麗し，その容積ば合� 1491.06，♀� 1302.27である。 (8) .関東頭蓋のバジオンプレグ、マ高は合 139.13，� 

しかして男性に於いては� Euenkephal39.4%， ♀� 131.05であって，九州、!，中国及び畿内頭蓋よりも� 

Aristenkephal 59.2%，女性に於いては� Euenke嗣 小さく，北陸頭蓋よりは遥かに大きし、。尚男性に於� 

phal 50.0%，Arstenkephal 40.9%を示している。 いては北陸頭蓋との間には確差が証明される。関東

之を� Martin表� (S.746)に比較すれば，著者の関 頭蓋に於いては男女両性の間に明らかな確差が存在

東頭蓋はアジア人種巾， 上位の容積を示し，� Torg- し男性が女性より大きし、。関東頭蓋のパジオンプ

uten (合 1489，♀ー〉と� Buriaten(合 1496，♀ レグマ高は北海道アイノ(小金井〕よりも少しく小

ー〉の中間に位する。 さし朝鮮人(小金井及び長・谷部〕よりもかなり小� 

(2) 関東日本人の全頭蓋重量及び下顎重量は頭 さし、ο しかして世界人種中日本人頭蓋は一般に著し

蓋合�  713.59，♀� 577.68，下顎合� 97.67，♀� 76.00であ く高いパジオ� yプレグマ高を有するが，関東頭蓋は

り，前者はi世界諸人種の中(¥Lに位するが，後者は上 各〆へ種表の上位を占めている。

イ立に近く位する。関東頭蓋は男性に於し、ては畿内頭� (9) 関東頭蓋のi亙高(合� 140.37，♀� 132.'(1)，

蓋よりも軽いが，北陸頭蓋よりも重く，女性に於い 耳プレグマ高(合� 119.70，♀� 109.95)，直耳高(合

ては両者の何れよりも軽L、。関東下顎は男性に於し、� 118.13，♀� 111.95)は大体に於いて男女同性共に畿

ては，北陸及び畿内下顎の何れよりも重いが，女性 内頭蓋よりも小さく，北陸頭蓋よりも大きし、。しか

に於いては畿内下顎よりも軽く，北陸下顎よりも重 してl亙高は，男性に於いては北陸頭蓋との間に，又

い。即ち関東下顎は男性に於し、て他地方人下顎の何 耳デレグマ高は女性に於いて北陸頭蓋との間に何れ

れよりも頑強である。 も確差を示しその差が大きし、。以上の三高径は男女� 

(3) 関東頭蓋の最大長は合� 181.68，♀� 174.14， 両性の聞に明らかなる確差を示し男性の方が女性よ

差� 5.54であり，男性では北陸及び九州、i頭蓋につい りも大きし、。

で第� 3{立を示し，女性では九州、開葦についで第2位� (10) 関東頭蓋の寄頁高� (N. 1.L.)，寄頂高� (T.

を占め，日本人中に於いては長い部類に関し各人種 L. L.)及び寄頂高 (T. 1.L.)は何れも畿内頭蓋よ

中の中位に位する。 りも小さいが，北陸頭蓋よりは大きし、。之等の三常� 

(4) 関東頭蓋の最大幅は合� 142.04，♀� 135.95 頂高の中，寄頂高� (N. 1.L.)が最も高く，宵民高

であり，男性では地方人頭蓋中最も犬きいが女性で� (G. 1.L.)は之より少し〈促<，智頂高� (G. L. L.) 

は九州、I頭蓋と略々同様な値を示し，世界人種中に於 は前二者よりはるかに低い。

いて中{立に位する。� (11) 関東頭蓋長幅示数は合� 78.15，♀� 78.40で� 

(5) 関東頭蓋基底長(合� 103.14，♀� 95.84)は九 あって，男女向性共に短豆頁に近し、中頭を示し，畿内

州頭蓋についで第� 2{立を示L，畿内及び北陣頭蓋の 及び中国頭蓋よりも小さいが九州、I及び北陸頭蓋より

何れよりも大きく，� Martin表によれば此界人種中 は大きし、。尚関東頭蓋を周囲人種と比較するとき北

長い部類に関する。 海道アイノよりも大きく，朝鮮人(小金井〉よりも� 

(6) 関東頭蓋に於いてはその他の長径は北陸頭 小さい。男女間に確差は認められない。長幅示数の
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分類法によりて観察すれば，関東頭蓋は男女両性共� 64.0)の問に位し，人種表の中位を占める。この示

に，中頭が最も多く，短頭が之に次ぎ，長頭は短頭 数によりて分類すれば，合+♀� Orthokephal(59.1 

よりも少し、。即ち関東頭蓋は中国及び畿内頭蓋と同 %)が最も多く， Hypsikephal (40.9%)が之に次

様に� Meso・brachykephalに層するものであるが， ぎ，� Chamaekephalは存在しなし、。

長頭的要素を相当に持つことによりて後者から区別� (15) 関東頭蓋の頭蓋幅耳プレグマ高示数は北陸

される。之に対して， 北陸及び九州、|頭蓋は� Meso- 頭蓋と大差がなく，男女聞の確差も認められない。� 

dolichokephalに属する。 この示数によりて分類すれば，合+♀� Metriokran 

(12) 関東頭蓋長高示数(合� 76.79，♀� 75.35)は� (47.3%)が第� 1位，� Tapeinokran(33.3%)が第2 

1男女両陛共に� Hypsikephalに属し，北陸頭蓋より 位，� Akrokran (19.4%)が最も少し、。この成績は

は大きいが，九州，中国及び畿内頭蓋の何れよりも 北陣頭蓋のそれと殆んど一致する。

小さい。尚北海道アイノとは大差がないが，朝鮮人� (16) 関東頭蓋の寄頂高示数� (G. 1.L.)及び寄

〔小金井〉よりはかなり小さし、。男女間に確差は認 頂高示数� (N.1.L.)は何れも男女両性共に畿内頭

められない。之を長高示数によりて分類すれば， 蓋よりも遥かに小さいが，北陸頭蓋よりは僅かに大

関東頭蓋は男女両性共に何れも� Hypsikephal(合 きく大差がなし、。何れも男女聞に確差は認められな� 

76.1%，♀� 57.1%)が最も多く，� Orthokephal (合 L、。常頂高示数� (G. 1.L.)は Martin表に於L、て� 

22.5%，♀� 42.9%)が之に次ぎ� Chamaekephalは は人種表の高{立を占める。

女性になく，男性に� 1例あるのみである。尚長高示� (17) 関東頭蓋の水平周径(合� 518.35，♀� 498.32)

数の分類の関係を他の地方人頭蓋と比較すれば，関 は男性では，北陸頭蓋よりも僅かに小さ<，畿内頭

東頭蓋は� Orthokephalが第� 1位を示す北陸頭蓋 蓋よりもかなり大きいが女性では他のご者よりも大

とは大いに異なるが，他の畿内及び中国頭蓋ともか きく，北陸頭蓋之に次ぎ，畿内頭蓋は最も小さし、。

なり相違し，九州、!頭蓋と近い関係を示している。 九州、願蓋は畿内頭蓋と大差がない。要するに関東頭� 

Martin表� (S. 796-798)によれば， 関東頭蓋は 葦は北陸頭蓋と共に最も長L、水平周径を有するもの� 

westliche Eskimo (合十♀ 76.6)と� Nordwestg- である。男女聞には明らかなる確差が認められ，男� 

z・6叫� ander(合 76.9)の間に位し，最大の長高示数 性が女位よりも著しく大きし、。関東頭蓋の水平周径

を有する部類に属する。 は北海道アイノ(合� 523.2，♀� 506.めと朝鮮人(小� 

(13) 関東頭蓋幅高示数(合� 98.04，皐� 96.45)は 金井)(合 514.6，♀� 483.4)の中聞に位� L，Martin 

男性では� Akrokephalに，女性では� Metriokep- 表� (S.757)では人種表の中位を占める。� 

halに胃し，男女両性共に九州、l及び中国頭蓋よりも� (18) 関東頭蓋の正中矢状弧(合� 373.16，♀

小さいが，北陸頭蓋よりは大きく，畿内頭蓋に対し� 360.36)は男女両性共に最も大きく，畿内頭蓋之に

ては男女により異った関係を示している。幅高示数 次ぎ，北陸頭蓋は最も小さいが，関東頭蓋と畿内頭

によりて分類すれば，関東頭蓋は男性では� Akrok- 蓋との差ほ極めて僅かである。男女聞には明らかな� 

ephalが最も多く，� Metriokephal之に次ぎ，女 る確差が存在し，男J陸の方が大きし、。正中矢状弧は

性では� Metriokephal最も多く，� Akrokephal之 北海道アイノ(合� 373.3，♀� 360.7)と略々一致し，

に次ぎ，� Tapeinokephalは両者共に最も少い。尚 朝鮮人(小金井)(合� 371.6，♀� 360.2)のそれより少

男女合計に於いては� Metriokephal(45.7%)が第 しく大きく，� Martin表� (S.759)では人種表の中� 

I位，� Akrokephal (43.5%)が第� 2{立を示してい 位より少しく上位を占める。

る。この関係に於いて関東頭蓋は� Akrokephalカ1 (19) 関東頭蓋の横弧(合� 320.70，♀� 307.50)は

第� 1位を示す九州，畿内及び中国頭蓋と相違し，� 男性では畿内頭蓋よりも小さく，北陸頭蓋よりも大

Metriokephalが第� 1伎である北陸頭蓋に近い状� きし、が，女性では三者の間に殆んど差異が存在しな

態を示している。� Martin表� (S. 800-803)に於 い。性別は明らかであり男性の方が大きし、。� Martin

いては関東頭蓋は世界人種表の高i立を占める。 表� (S.76のでは人種表の中央より上位を占める。� 

(14) 関東頭蓋の頭蓋長耳プレグマ高示数は畿内� (20) 関東頭蓋の正中矢状前頭� (F)，頭頂� (P)

頭蓋よりも小さ<，北陸頭蓋よりも大きいが，何 及び後頭弧� (0)は他の北陸及び畿内頭蓋との間

れも大差がない。� Martin表� (S.798)によれば， に大差が認められなし、。次に之等の三弧につきその

関東頭蓋は� Telengeten(合 65.0) と� Tatau(合 最長のものの頻度をみるに，男女合計に於いて� P 
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(45~7%) が第 1 位， F(40.2%)が第� 2位，� 0(10.9 との間に確差が認められる。

%)が第 3位であって，� F及び� Pく3.3%)は最も少� (28) 関東頭蓋の頭蓋i幅両耳幅示数は男女向性共

い。更に之等三弧の相互関係を合+♀に於いてみ に畿内及び北陸頭蓋の何れよりも大きく，男性に於

るに，� •F> P (48.4%)とFくP(47.3%)の間には いては畿内及び北陸頭蓋との問，女性に於いては北

大差がなく，� F=P (4.3%)は極めて少し、。次に前、 陸頭蓋との間に，何れも確差が認められる。大後頭

頭及び頭頂弧の後頭弧に対する関係は，� F>O(73.9 孔示数は三地方人頭葦の問に殆んど差異が認められ

%)及び P>O(71.7%)が何れも圧倒的に多い。� ない。� 

(21) 正中矢状前頭� (F)及び頭頂弦� (P)は関 (29) 矢状前頭一，矢状頭頂一及び失状後頭示数

東，北陸及び畿内頭蓋との間に大差がなく，後頭弦 は矢状後頭示数の北陸頭蓋の男性を除いて，三地方� 

(0)は関東及び畿内頭蓋は北陸頭蓋よりも大きし、。 人頭蓋の聞に殆んど差異は認められなし、。男女間の

次に之等の三弦につき最長のものの頻度をみるに， 確差も証明されない。� 

P (57.6%)が第� 1位，� F (34.8%)が第� 2，'位である� (30) 関東頭蓋の後頭幅高示数は男女両性共に畿

が，� 0(3.3%)とF= P(3.3%)とは同率であって 内頭蓋より小さく，北陸頭蓋まりも大きく，男女間

第� 3{立を占める。更に之等の三弦の相互関係を合+ に確差は証明されなし、。

♀に於いてみるに，� FくP(5R1%)が最も多く，� (31) 関東頭蓋の顔長(合� 100.39，♀� 93.25)は男� 

F>P (37.6%)が之に次ぎ，� F=P (4.3%)が極め 女両性共に他の畿内及び北陸頭蓋と犬差がなく，男

て少い。次じ前頭及び頭頂弦の後頭弦に対する関係 女聞には確差が認められる。� Martin表� (S.894) 

は� F>O(93.5%)及び� P>u(90.2%) が何れも に於いては� Indianer(合 100.0)の上位に位する。

圧倒的に多し、。 関東頭蓋の下顔長は男女両怯共に関東頭蓋が最も大� 

(22) 関東頭蓋の前頭恨1眉角(合� 83.63，♀� 84.68)， きく，畿内頭蓋が最も小さいが，関東頭蓋と北陸頭

前頭傾斜角(合� 60.38，♀� 60.82)及びグラベロープや 蓋との聞には犬差は認められなし、。

レグマ角(合 58.77，♀ 59.23) は前頭側面角の女'j~ (32) 関東頭蓋の上顔幅(合� 105.58，♀� 100.04)

を除いて，男女両陛共に何れも畿内頭蓋よりもかな 及び両眼幅(合� 98.63，♀� 94.91)は何れも畿内及び

り小さく，北陸頭蓋よりも僅かに大きし、。従ってこ 北陸頭蓋と大差がなし、。男女間には確差が証明され

の三つの角に関する限り関東頭蓋は畿内頭蓋よりも る。

北陸頭輩に近い関係を示している。� (33) 関東頭蓋の頬骨弓幅(合� 1.36.15，♀� 125.30) 

(23) 関東頭蓋の横頭蓋寄隆示数(合� 39.76，♀ は他の北陸及び畿内頭蓋との聞に大差がなく，男女� 

38.13)は男性では畿内及び北陸頭蓋よりも大きく， 間には確差が証明される。� Martin表� (S.895)に

この両者との聞に明らかな確差証明され，女性では 於いては� Australier(合 135.0，♀� 121.7)と� Sch-

畿内頭蓋よりも少しく小さいが，北陣頁葦よりは運� weizer (合 136ム♀�  127.7)の間に位する。関東頭

かに大きし後者との間に確差が認められる。 蓋の中顔幅(合� 99.07，♀� 95.00)も北陸及び畿内頭� 

(24) 横前頭一，横前頭頭頂一及び横頭頂後頭示 蓋との間に犬差がなく，男女間には確差が認められ

数は横前頭頭頂示数の男性の場合を除いて，北陸頭 る。� Martin表� (S. 898)に於いては� Gnanchan

蓋が第� 1位，関東頭蓋之に次ぎ，畿内頭蓋が最も小 (合 98.6，♀� 94.2)と� Torguten(合 99ム♀一〉と

さいが，大差はなし、。男女間には何れも確差が認め の聞に位する。

られない。� (34) 関東頭蓋の顔高(合� 125.78，♀� 116.13)は

(25) 矢状前頭頭頂，矢状前頭後頭一及び矢状 男女両'j生共に，畿内及び北陸頭蓋よりも大きいが，

頭頂後頭示数は関東，北陸及び畿内頭蓋との聞に大 女性に於ける畿内頭蓋との差は小さい。叉関東頭蓋

差は認められない。男女間には確差が認められな� の上顔高(合� 72.48，♀� 68.72)は畿内頭蓋と一致し，

北陸頭蓋よりも大きく，後者との間には男性に於い、。L

(26) 前頭矢状弧-，頭頂矢状弧ー及び後頭矢状� て確差が認められる。叉男女間には確差が証明され

弧示数は関東，北陸及び畿内頭蓋との間に大差な る。顔、高及び上顔高は� Martin表� (S.895)に於い

く，男女聞にも確差は認められなし、。 ては人種表の上位を占める。� 

(27) 関東頭蓋の水平周高示数は男女両'j空共に畿� (35) 関東頭蓋の後眼宮間幅(合� 24.56，♀� 23.33)

内頭蓋よりも小さく，北陸頭蓋よりも大きし後者 及び前眼宙開幅(合� 19・52，♀� 18.86)は畿内及び北
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陸頭蓋に比較して最も大きし前限筒間幅に於いて

は北陸頭蓋との聞に，男女両性に確差が証明され

る。� Martin表� (5.967)に於いては後眼寵幅は人

種表の上位に位する。

(36) 関東頭蓋の眼宿幅� (mf.-ek.)(合.r 42.25 

は男女両性共に北39.61) 1.，39.96r.，♀42.17 1. 

陸及び畿内頭蓋よりも小さ<，男性に於いては北陸

及び畿内頭蓋の何れとも確差を示し，男女聞にも確

差が証明される。� Martin表� (5.960)に於いては

人種表の中位を占める。� 

，34.491.，34.46r.関東頭蓋の眼宿高〔合(37) 

は男女向性共に北陸及び畿内34.57) 1.，34.43r.♀� 

頭蓋と差がなく，� Martin表� (5. 959)に於し、ては

人葎表の上位を占める。

(38) 関東頭蓋の鼻幅(合� 25.86，♀� 26.00)は男

男性では北陸下顎との間及び畿内下顎との聞に，夫

々有意に近い差異が認められる。男女間にも確差が

証明される。� Martin表� (5.971)に於いては人種

表の中央より少しく上位を占める。その筋突起間幅� 

(合 102.00，♀� 95.30)は畿内及び北陸下顎の何れよ

りも大きく，男女両性に於L、て関東下顎と北陸下顎

との間には何れも確差が認められ，明らかなる地方

差の存在が証明される。男女間にも確差が認められ

る。その下顎角幅(合� 98.55，♀� 89.30)は他地方人

下顎と比較して大差がなく，男女間には確差が証明

される。� 

(43) 関東下顎の願高(合� 36.67，♀� 33.42)は北

陸下顎の女性を除いて，男女両性共に，畿内及び北

陛下顎との聞に殆んど差異が認められなし、。男女� 

間には1ii差が証明される。その顕i隔(合� 47.49，♀

女両性共に畿内頭蓋とは大差がないが，北陸頭、蓋よ� 

りは大きく，殊に女'f:壬~乙於いては北陸頭蓋との間に 

、。Lは他地方人下顎との聞に大差はな46.13)

，64.53 1.，64.68r.関東下顎の下顎校高(合(44) 

は男女両性共に北陸及び畿内57.96) 1.，58.40r.♀Martin確差が証明され前者の方が鼻幅が大きい。� 

表� (5.938)に於いては人種表の中t立を占める。関 下顎の何れよりも大きく，右側では男性に於いて

東頭蓋の鼻高(合� 52.27，♀� 49.39)は畿内及び北陸 畿内下顎との間，女性に於いて北陸下顎との間，左

頭蓋と大差がなく，男女間には確差が認められる。 個Ijに於いては男女両性共に，畿内下顎との間に何れ� 

Martin表� (5.937)に於し、ては人種表の上位を占 も確差が証明される。要するに関東下顎の下顎校高

める。 は左右両側を通じて，畿内及び北陸下顎と明らかな� 

(39) 関東頭蓋の梨状口高(合� 30.59，♀� 27.26) る地方差を示している。尚男女聞には確差が認めら

は畿内頭蓋よりも小さく，北陸頭蓋よりも大きい れる。

が，それ等の聞に大差はたし、。鼻骨最小l幅及び鼻骨� (45) 関東下顎の筋突起高(合� ，61.781.，62.18r. 

は左右両側を通じて，男性で54.84) 1.，55.52r.♀最大幅は関東頭蓋と他地方人頭蓋との聞に大差が認� 

められなし、。 は畿内及び北陸下顎よりも小さいが，女性では畿内� 

(40) 関東頭蓋の上顎歯槽長(合� 53.84，♀� 50.11) 下顎と大差がなく，北陸下顎より少しく大きし、。

は北陸及び、畿内頭蓋の何れよりも小さし、が大差はな� (46) 関東下顎の下顎切痕高及び下顎切痕幅は北

い。男女間に確差が証明される。叉その歯槽幅(合 陸及び畿内下顎との聞に大差がない。� 

，33.55 1.，33.26r.関東下顎の下顎枝幅(合(47)のも他地方人頭蓋との間に大差がな61.0，♀66.20

いが，男女聞に確差が認められる。� は男性に於ける北陸下顎を除09)1.3 1.，30.96r.♀� 

(41) 関東頭蓋の口蓋長(合� 44.31，♀� 41.58)は 外して男女両性を通じて他の地方人下顎との間に殆

男女両』性共に畿内及び、北陸頭蓋の何れよりも小さ んど差異は認められない。

く，男女に於し、ては畿内頭蓋との間に確差が証明さ� (48) 関東頭蓋の全側面角(合� 82.72，♀� 83.13)

れる。叉男女聞にも同様確差が証明される。その日 は畿内及び北陸頭蓋と大差がなく。� Luthyの表によ

蓋幅〈合� 40.46，♀� 37.79)は畿内頭蓋よりも小さく， れば人種表の略々中央に位する。全側面角により分

北陸頭蓋よりも大きく，男性では後者との間に確差 類すれば，関東頭蓋は北陸及び畿内頭蓋と同様に

が証明される。男女間にも同様確差が認められる。� Mesognath(58.1%)最も多く，� Orthognath (31.1 

即ち男牲に関する限り口蓋幅は関東頭蓋と北陸頭蓋 %)之に次ぎ， Prognath (10.8%)が最も少し、。

との聞は明らかなる地方差が存在し，前者の方が大� (49) 関東頭蓋の鼻側面角(合� 85.94，♀� 85.61)

きい。 は畿内頭蓋よりも小さく，北陸頭蓋よりは大きく，� 

(42) 関東下顎の関節突起間幅(合� 124.37，♀ 男性に於し、ては畿内頭蓋との間に明らかなる確差が� 

116.39)は畿内及び北陸下顎の何れよりも大きく， 認められる。� Luthyの表によれば人種表の中央に
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位する。之を鼻側面角により分類すれば関東頭蓋 しかして日本人，北海道アイノ，朝鮮人(小金井〉

は，� Orthognath (68.1%)最も多く，� Mesognath 及び支那人� (Haberer)を通じて� Mesenが過半数� 

(27.7%)が第� 2位，� Prognath (3.2%)は遥かに少 以上叉は半数に近き最高の%を示すことは共通で

く，� Hyperorthognath (1.1%)は極めて少し、。之 あるが，北陸白木人及び北海道アイノに於いては

に反して畿内頭蓋は� Orthognath(84.0%)が圧倒� Euryenが第� 2{立を示しているに対し，他の関東，

的に多く，� Mesognath及び� Hyperorthognathは 畿内，中国及び九州、旧本人，朝鮮人並びに支那人に

共に� (8.0%)にすぎなし、。 於いては� Leptenが第� 2{立を占めている。殊に朝

に50) 関東頭蓋の鼻背側面角(合� 63.22，♀� 65.43) 鮮人頭葦に於し、では� Mesenが大部分を示してい

は畿内頭蓋とは大差はないが，北陸頭蓋よりは遥か る。

に小さく，男女両性共に北陸頭蓋との問に確差が 関東頭蓋のウイルヒョウ上顔面示数(合� 72.90，

証明される(，� Luthy u. Reicherの表� (MartinS. ♀� 71.60)は北陸頭蓋よりも大きいが， 畿内頭蓋と� 

920)に於いては人種表の中院を占める。は一致する。関東頭査をこの示数により分類すれ� 

，(6;8%)Hyperchamaeprosop， ば� 129.30 1.，128.99r.関東下顎の下顎枝角(合(51)

♀� r. 131.00， 57)は左右両側を通じて男性で1. 1.13 

Chamaeprosop 

ぐ56.8%)，Leptoprosop (36.5%)(第 18表〉であり，

は北陸下顎よりも少しく大きく，畿内下顎よりも謹 何れの頭蓋も� Chamaepr・rsopが過半数を占めていF

かに大きし、。叉女位では北陸下顎よりも小さく，畿 るが，支那人，朝鮮人，九州、-1，中国，畿内，北陸及

内下顎よりも大きし、。尚男性では左右両側ともに関 び関東日本人は何れも� Leptoprosopが第2位を示

東下顎と北陸下顎との問に明らかなる確差が証明さ すに対し，北海道アイノのみは� Hyperchamaepr-

れ，� Martin表� (s.984)に於いては人種表の上位� osopが第� 2位を示している。

を占める。� (54) 関東頭蓋の頬骨前頭示数(合� 86.00，♀� 

(52) 関東頭蓋のコルマン顔面示数(合� 91.66，♀� 89.50)は畿内頭蓋よりも少しく小さく，男女閉じ確� 

92.07)は男性に於いては畿内及び北陸頭蓋と大差な 差が存在し，女性の方が大きし、。

く，女性では僅かに大きい。関東頭蓋をコルマン顔 関東頭蓋の頬骨下顎示数(合� 73.06，♀� 71.36)は

面示数により分類するときは，� Hypereuryprosop 男女両性共に畿内頭蓋より小さく，男性では北陸頭� 

(2.0%)，Euryprosop (5.9%)，Mesoprosop (31.4 蓋よりも大きいが，女性ではそれよりも小さい。陀

%)， Leptoprosop (31.4%)，Hyperleptoprosop 界人種中に於いては著しく小さい部類に属する。� 

(29.4%)であって， Mesoprosopと� Leptoprosop (55) 関東頭蓋の上顎歯槽示数(合� 122.58，♀

とが同じ%を示している。 しかるに北陸頭蓋に於� 121.83)は他地方人頭蓋と大差がないが， 女性に於

いては� Mesoprosopが最も多く� Leptoprosopが ける北陸頭蓋よりは少しく大きし、。この示数により

之に次ぐが，畿内及び中国頭蓋に於いては� Lepto- て関東頭蓋を分類するとき� Dolichouranisch5.8 

prosopが最も多く，� Mesoprosopが之に次いでい %， Mesouranish 10.1%であるに対し，� Brachyu-

る。更に九州頭蓋に於いては� Mesoprosop最も多� ranischは� 84.1%とし、う圧倒的の数字を示してい

く，� Euryprosopが之に次ぎ，その関係は他地方人 る。この関係は北陸及び畿内頭蓋に於いては関東頭

頭蓋と著しく相違し，むしろ北海道アイノに近似す 査と同様である。

る傾向を示している。� (56) 関東頭蓋の� Spinabasislangeによる口蓋

関東頭蓋のウイルヒョウ顔面示数は合� 125.50，♀ 示数(合� 93.62，♀� 92.09)は畿内頭蓋よりも大きく，� 

118.83であって之を分類すれば，� Hyperchamaep- 北陸頭蓋よりは遥かに大きく，� Brachystaphylin 

rosop 2.0%，Chamaeprosop 27.5%，Orthoprosop Vこ属する人種の中{立を占める。この示数によって� 

45.1%， Leptoprosop 25.2%である。 関東頭蓋を分類すれば，� Leptostaphylin 14.5%， 

(53) 関東頭蓋のコルマ� y上顔面示数(合� 53.17，� Mesostaphylin 10.1%であるに対し，� Brachysta" 

♀� 54・58)は世界諸人種の中{立を示し，男女両性を通� phylinは75.4%の圧倒的数字を示している。之を

じ北陸頭蓋よりも大きいが，畿内頭蓋とは犬差が 他地方人頭蓋に比較するに畿内頭蓋は多少のズレは

ない。之をコルマ� y上顔面示数により分類すると あるが，関東頭蓋に類似するも，北陸頭蓋は� Brac-

き関東頭蓋は� Eur門ye 弘9.5予%る)，印n(σ9

Lepten (σ35.1%昔)，� H王ype 匂 (ο rlepten訂� 1.4%)でで、ある。� Mesostaphylin及び� Leptostaphylinも相当の%
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を示してし品。 顎と畿内下顎との間並びに関東下顎と北陸下顎との� 

(57) 関東頭蓋の前眼宮間示数(合� 19.72，♀ 間に何れも確差が証明されるが，その信頼性は研究� 

20.67)は男女両性共に畿内及び北陸頭蓋よりも大き 者による計測点の相違を考慮して判断する必要があ

し関東頭蓋と畿内頭蓋との聞及び関東頭蓋と北陸 ろう。

頭蓋との聞には何れも明らかなる確差が証明され� (61) 関東頭蓋の顎示数(合� 97.30，♀� 96.89)は

る。この関東頭蓋と他地方人頭蓋との間に明らかな 男女両性共に北陸頭蓋よりも小さく，殊に女性に於

地方差が証明されることは注目すべき所見である。 いてそれが著しし、。関東頭蓋を顎示数によって分類

尚関東頭蓋は人種表の中{立を占める。 すれば� Orthognath57.1%で最も多く，� Mesogn・� 

しかるに北である。6.5%Prognath.4%，ath 36，82.00 1.，81.68r.関東頭蓋の眼宮示数(合(58) 

♀� r. 86.41， 陸頭蓋に於いては� Mesognathが最も多く，� Orth-は北陸及び畿内頭蓋よりもか86.93) 1. 

なり大きく，その関係は女性の右側に於いて特に著� ognathが之に次ぎ，その関係は関東頭蓋とかなり

明であり，関東頭蓋と北陸頭蓋との間及び，関東頭 相違する。

蓋と畿内頭蓋との間には何れも確差が証明される。
第� 5章結 論

この所見は女性の右側に於いて明らかな地方差が存

在することを示してしる。眼寵を眼筒示数によりて 著者は千葉大学医学部解剖学教室所蔵の頭蓋の中

分類すれば， 関東頭蓋は� Chamaekonch6.9%， から関東地方出生の男性頭蓋� 76個，女性頭蓋� 23個� 

Hypsikonch 36.7%，であるのに対し� Mesokonch を厳選し主としてR.Martinの方法により脳頭蓋

は過半数の� 56.4%を示している。之を他地方人頭 及び顔面頭蓋の計測次の様な成績を得た。

蓋に比較するに九州及び北陸頭蓋は関東頭葦と同様� I 関東日本人頭蓋の計測的特長

に� Mesokonchを中心にしてより多く� Hypsikon- (1)頭蓋容積は，男女両性共に Aristenkephal 

chの方に傾いているが，之に反して，畿内頭蓋は� に属する。頭蓋最大長は日本人に於し、ては長い部類

Mesokonchを中心としてより多く� Chamaekonch に，叉頭蓋最大幅は大きい部類に罵する。その他の

の方に傾いていることは注目すべき所見であろう。 長宝土宮く，踊径j土大きし、。頭蓋高径は一般に高� 

(59) 関東頭蓋の鼻示数(合� 49.80，♀� 53.02)は し、。

男性に於いては他地方人頭蓋と大差がないが女性に 頭蓋長幅示数は男女両性共に� Mesωok句ph王e加alに，

於いては北陸及びび、畿内頭蓋の何れよりも大きし、。即 頭蓋長高示数は男女両性共に� Hypsikeeph1alに，又剖� 王但� 加旧� 

ち関東地方方4の女性は毒畿堅内及ひび、北陸地方の女性に上比七較 性主では� Akr頭蓋幅高示数は男4

して，上比ヒ較的広い鼻を有するものと思われる。この� M白etむriokephalに属する。頭蓋長耳プレグマ高示数

鼻示数によりて分類すれば関東頭蓋は� Leptorrhin は男女両性共に� Hypsikephalに頭蓋幅耳プレグマ� 

(20.2%)， Masorrhin (35.1%)， Chamaerrhin 高示数は男女両性共に� Metriokrauに属する。� 

(38.3%)，Hyperchamaerrhin (6.4%)であって， 水平周径は日本人中長い部類に関する。� 

Mesor・rhin及び� Chamarrhinが� 30%台を示して 正中矢状弧，横弧，三弧及び三弦は他地方人と大

いる。之を他地方人頭蓋に比較するに，畿内頭蓋 差なく，三弧の比較に於いては頭頂弧が最長のもの

はその関係が関東頭蓋に類似するが，北陸頭蓋は が最も多く，三弦の比較に於いては頭頂弦が最長の� 

Leptorrhin，Mesorrhin及び� Chamaerrhinの ものが最も多し、。

三者が何れも同率に近い� 30%台を示している。 前頭側面角等からみて， 前頭骨の膨隆は精々弱� 

(60) 関東頭蓋の下顎幅示数(合� 79.25，♀� 77.0め い。

は何れも畿内及び北陸頭蓋のそれよりも小さく，男 横頭蓋常隆示数は一般に他地方人よりも大きく，

性に於いては，関東下顎と北陸下顎との間，関東下 頭蓋幅両耳幅示数は男女両性共に大きい。矢状前頭

顎と畿内下顎との間には何れも確差が証明される 頂，矢状頭頂及び矢状後頭示数は他地方人と大差は

が，この成績は研究者による計測点の相違を考慮に ない。

入れて判断する必要があろう。� (2) 顔面の長径及び幅径は他地方人と大差なく，

高径は僅かに大きい。全側面角は男女両性共に，，♀52.01 1.，50.90r.関東頭蓋の下顎枝示数(合

に冒すOrthognathに，鼻側面角はMesognathは何れも北陸及び畿内頭蓋のそ53.93) 1.，53.41r. 

れよりも小さく，男性に於いて左右を通じて関東下 る。



第� 1号 三橋: 関東日本人頭蓋骨の人類学的研究� ~281-

コルマ� γ顔面示数は男女両性共に� Leptoprosop 顔高，上顎歯槽幅，上顎歯槽長，口蓋長，口蓋幅の

に，ウイルヒョウ顔面示数は男性では� urtoprasop 各項目に於し、ては何れも明らかなる確差が証明され

に，女性では� Chamaeprosop~.こ層し，コルマ y上

顔面示数は男女両性共に� Mesenに，ウイルヒョウ

上顔面示数は男女両性共に� Chamaeprosopに属す

る。

(3) 眼宿入口は狭<，之に反して眼寓 FJ=l~tf\Sは広

し、。限嵩高は他地方人と大差がなし、。

前眼寓f開示数は他地方人に比較して大きし、。眼簡

示数は左右を通じて，男性は� Mesokonchに，女

性は� Hypsikonchに属する。

(4) 鼻部は他地方人と犬差がなし、。上顎歯槽及� 

び口蓋はや� L広し、。

る。

眼宮部に於いては眼宿高の左側のみが女性の方が

大きく，他は何れも男性の方が大きし、。特に限宿幅

に於し、ては確差が証明される。� 

鼻却に於いては鼻l隔，鼻骨最小幅及び最大i隔は女

性の方が大きいが，鼻高及び梨状口高は何れも男性

の方が大きく，確差が証明される。

下顎骨の計測値は何れも男性の方が大きく，その

中，下顎関節突起間幅， 筋突起問l隔， 顕高，下顎� 

の各項目は何れも明D届(左側11痕vJ枝，筋突起高，

らかなる確差を示している。角度の計測値に於いて

上顎歯惜示数は男女両性共に� Brachyuranisch'は鼻側面角のみが男性の方が大きく，全側面角，鼻

に，口蓋示数は男女両性共に� Brachystaphylinに

属する。鼻示数は男性では� Mesorrhinに，女性で

は� Chamaerrhinに層する。

(5) 下顎骨の1隔径は柏、々広く，下顎1交の高径は

大きく，� I隔径は他地方人と大差がなし、。下顎枝角は

太きし、。

顎示数は男女両性共に� Orthosnathに層する o 

E 性 別

(1)脳頭蓋に於いては，計測絶体値は角度計測

を除外して，全部の項目に亘り男性が女性よりも大

きく，多くの項目に於いて明らかなる確差が証明さ

れる。即ち大後頭孔長，大後頭孔幅，寄頂高� (N.I.

L.)寄頂高， (G.L.L.)頭頂弧，後頭弧，頭頂弦

及び後頭弦を除く他のすべての項目に於いては確差

が存在する。その中，容積，頭蓋最大長，グラベロ

ーイニオン長，ナジオンーイニオン長， グラベロ一

ラムダ長，基部底長，基底長，両耳幅，最大後頭

l隔，パジオ� γプレグマ高，� T直高，耳プレグマ高，直

耳高，水平周径は特にその差が著しし、。角度計測値

は前頭側面角， 前頭傾斜角， グラベロープレグマ

高，ラムダーイニオン角のすべてに於し、て，女性の

方が男性よりも少し{大きし確差は証明されな

し、。従って女性の前頭骨の方が傾斜が少しく急で，

且つ膨隆してしお。

示数値についてはその絶対値が女性の方が大であ

るものが多いが，男女聞に明らかな確差が証明され

るものは横頭蓋苛隆示数及び頭蓋幅両耳幅示数の二

つのみであって，何れも男性の方が大きし、。

(2) 顔面頭蓋に於いては，計測絶体値は角度計

測を除外して，一般に男性は女性よりも大きし、。そ

背側面角及び下顎枝角は何れも女性の方が大きい。


すべてを通じ確差は認められない。


示数値に於いてはその絶体値が女性の方が大であ� 

るものが多いが，男女間に明らかな確差が証明され

るものは，頬骨前頭示数及び眼寵示数の二つであっ

て何れも女性の方が大きい。

m 周囲人種及び他地方人との比較� 

(1)計測絶対fJ宣(角度計測を含む〉及び示数値に

よる他地方日本人との比較。

関東頭蓋と他地方人頭蓋即ち北陸及び畿内頭蓋の

全項目についての計測絶体値及び示数値の確差計算

の結果，関東頭蓋は北陸頭葦と多くの項目に亘って

明らかなる地方差を示す外，畿内頭蓋とも相当数の

項目に亘り，同様明らかなる地方差を有することが

認められる。即ち関東頭蓋と北陸頭蓋との間には� 26

項目について確差が認められその中男性に於いて確

差のあるもの� 20項目，女性に於いて確差のあるも� 

の� 15項目，男女共に確差のあるもの� 10項目であ

る。しかるに関東頭蓋と畿内頭蓋との間には� 20項

自に豆りて確差が認められ，その中男性に於いて確

差のあるもの� 18項目，女性に於し、て確差のあるも

の9項目，男女共に確差のあるもの� 7項目である。

以上の結果からして関東頭蓋は北陸頭蓋との間にか

なりの差異を示す外，畿内頭蓋とも相当の差異を示

すごとが確認される。しかして確差のある項目を通

覧するに或る項目群は北陸頭蓋とのみ確差を示し，

叉或る項目群は畿内頭蓋とのみ確差を示している

が，少数の項目群に於いては畿内及び北陸頭蓋の何� 

れとも確差を示している。その中北陸頭蓋とのみ確

差を示しているものにプラペローイニオ� y長，両耳

の中顔長，上顔i隔，両眼幅，頬骨弓幅，中顔幅，上� l隔，乳様突起間幅，ノミジオンープレグマ高，直高，
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耳プレグマ高，頭蓋長高示数，水平周高示数，上顔、� H yperleptoprosop第� 2位であり，両者は反対の

高，前眼嵩間幅，鼻幅，口蓋幅，筋突起問l隔，鼻背 傾向を示している。しかるに関東日本人は� Mesop-

側面角，口蓋示数等であり，畿内頭蓋とのみ確差を� rosop，Leptoprosop何れも同率にして第� 1位を

示ずものに，旬頂高示数� (G.1.L.及び N. 1.L.) 示し，� Hyperleptoprosopが第2f立を示し， その

前頭傾斜角， グラベロープレグマ角，ラムダーイ二 関係は多少のズレはあるが北陸日本人に類似する。

オン角，口蓋長，鼻側面角，下顎枝角であり。叉畿

内及び北陸頭蓋の両者と確差を示すものは，横頭蓋� 

・-Leptoprしかるに畿内及び中国日本人は之と異り� 

立を示すのに2fが第Mesoprosop，'r{，1が第osop

匂隆示数，頭蓋i隔，両耳l幅示数， 限寵I隔，下顎枝 対し， 九州、旧本人は之と反対に� Mesopros1p第� 1

高，前頭葉開示数，眼寵示数，下顎11肩示数，下顎枝 位，� Leptoprosop第� 2位を示してし、る。要するに

示数等である。 関東日本人は北陸日本とのみ類似の傾向を示し，他� 

(2) 頭蓋示数の分類による周囲人種及L の畿内，中国及び九州、旧本人とは勿論周囲人種ともび、他地方


日本人との比較 相違している。


属高の各示数及び顔面及び:1隔，長高，及びl頭蓋長� 

上顔面の各示数による分類に従って，関東日本人を

他地方日本人及び朝鮮人，支那人，北海道アイノ等

の周囲人種と比較すれば次の通りである。

「頭蓋長i幅示数に於し、ては，北海道アイノは� Meso-

dolichokepllalに，朝鮮人及び支那人は� Meso-

brachykephalに属するが，各地方人の中，北陸及

び九州、旧本人は� Meso-dolichokephalに，関東，

畿内及び中国日本人は� Meso・brachykephalに属

する。従って関東日本人は北陸及び九州、!日本人とは

明らかに区別されるが，畿内及び中国日本人とも同

じ� Meso・brachykepealではあるが，その長頭的

要素の多いことによって区別される。

頭蓋長高示数に於いては� Orthokephalが最も多

いのは北陸日本人のみで関東日本人を含む他の日本� 

人及び周囲人種はすべて� Hypsikephalが最も多

い。しかして同じ� Hypsikephalの中でも関東日本� 

人は朝鮮人，中国及び畿内日木人とはかなり相違

し，九州、旧本人，北海道アイノ及び支那人と近似の� 

数値を示している。要するに関東日本人は以上の意

味に於し、て北陸日本人とも叉畿内日本人とも区別さ

れる。

，頭蓋幅高示数に於し、ては関東及び北陸日本人のみ

が� Metriokephalが最も多いのに対し，他の畿内，

中国及び九州日本人並びに周囲人種はすべて� Akr-

okephalが第� 1位を示している。従ってこの点に

関し，畿内，中国，及び九州、旧本人とは明らかに区

別されるが，一方北陸白木人とは類似するも，第 3 

f立の� Tapeillokeph91が少いことによって之から区

別される。

コルマン顔面示数に於いては，北海道アイノは� 

Euryprosop及び� Mesoprosopが何れも第� 1位で

あり，支那人に於いては� Leptoprosop第l{立，� 

コノLマγ上顔面示数に於いては，何れも� Mesen

が第� 1位を示しているが，� Euryellが第2位を示す

のは北陸日本人及び北海道アイノのみであって，他

はすべて� Leptellが第2位を示してし、る。後者の

中で数値的に類似の傾向を示すのは，関東及び畿内� 

日本人並びに支那人である。要するにこの示数の分� 

類、に於し、て，関東日本人は北陸日本人とは区別され

るが，畿内日本人とは区別されない。

稿を終るに臨み終始御懇篤なる御指導と御校商の

労を賜わりたるJ恩師小池教授に対し謹しみて満腔の

謝意を表する。
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